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輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,905 98.5%

一　般 ― 104.9%
宅配便（千個） 338,851 101.2%

輸送統計
平成30年3月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
43

（−6）
35

（−1）
78

（−7）

交通事故死者数（人）
4月30日現在 6月13日現在

1,115
（−2）

1,466
（−42）

全国の死亡
事故件数

1,087
（−14）

平成30年4月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

6/15〜7/14  4193
7/15〜8/14  1298

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

8 ・��シリーズ「会長に聞く」
京都府トラック協会・荒木律也会長

7 ・�自動車運送事業の働き方改革の
実現に向けた政府行動計画（詳細）

5 ・�トラック運送業界の
　　「過労死等防止計画」

4 �＜環境特集2018＞
・岩倉海陸運輸㈱（北海道苫小牧市）

6 ・��交通事故防止！！
わが社の取り組み

�　��石見サービス㈱（兵庫県丹波市）

化学製品などの輸送を手掛けている同社

　

冒
頭
︑
坂
本
会
長
は
昨
年

11
月
４
日
に
改
正
さ
れ
た
標

準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
に

つ
い
て
︑
料
金
変
更
の
未
届

出
率
が
50
％
強
で
あ
る
こ
と

に
触
れ
︑﹁
運
賃
・
料
金
を

し
っ
か
り
別
立
て
収
受
す
る

滅
多
に
な
い
好
機
︒
変
更
の

届
出
を
行
い
︑
国
土
交
通
省

・
厚
生
労
働
省
・
経
済
産
業

省
・
農
林
水
産
省
と
の
連
名

で
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

も
活
用
し
て
︑
荷
主
に
一
層

の
理
解
を
示
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
た
い
︒
適
正

運
賃
の
収
受
が
ド
ラ
イ
バ
ー

の
幸
せ
に
繋
が
る
﹂
と
あ
い

さ
つ
︒
ま
た
︑﹁
道
路
改
革

元
年
﹂
を
掲
げ
取
り
組
ん
で

い
る
道
路
問
題
に
つ
い
て
は
︑

政
府
与
党
の
道
路
調
査
会
や

全
国
の
道
路
利
用
者
会
議
︑

各
地
方
自
治
体
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
全
ト
協
・
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
一
体

と
な
っ
て
要
望
活
動
等
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
力
強
く

宣
言
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
会
員
の
入

退
会
お
よ
び
代
表
者
の
変
更

②
29
年
度
事
業
報
告
書
③
29

年
度
計
算
書
類
（
貸
借
対
照

表
︑
正
味
財
産
増
減
計
算
書

お
よ
び
収
支
計
算
書
）
等
④

30
年
度
交
付
金
特
別
会
計
収

支
補
正
予
算
⑤
第
94
回
通
常

総
会
の
招
集
⑥
31
年
度
税
制

改
正
・
予
算
に
関
す
る
要
望

書
⑦
29
年
度
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

振
興
顕
彰
﹁
鈴
木
賞
﹂
候
補

者
⑧
第
23
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
大
会
の
開
催
概

要
お
よ
び
次
年
度
開
催
ブ
ロ

ッ
ク
⑨
30
年
通
常
総
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
︱
︱
に
つ
い
て
︑
原

案
通
り
承
認
し
た
︒
事
業
報

告
書
は
第
94
回
通
常
総
会
で

報
告
さ
れ
︑
計
算
書
類
等
に

つ
い
て
は
同
通
常
総
会
に
上

程
さ
れ
る
︒

　

税
制
改
正
・
予
算
要
望
書

に
つ
い
て
は
︑
今
後
７
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
︑
全
ト
協

と
各
都
道
府
県
ト
協
が
連
携

し
︑
全
国
道
路
利
用
者
会
議

や
日
本
自
動
車
会
議
所
お
よ

び
自
動
車
税
制
改
革
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
︑
要
望
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
と
し
た
︒

　

国
土
交
通
省
と
環
境
省
は
６
月
11
日
︑
平

成
30
年
度
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
抑

制
対
策
事
業
費
等
補
助
金
（
低
炭
素
型
デ
ィ

ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
普
及
加
速
化
事
業
）
の
公

募
を
同
日
か
ら
開
始
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

同
事
業
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
Ｃ

Ｏ
２
排
出
削
減
を
図
る
と
と
も
に
︑
投
資
余

力
の
少
な
い
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
の
更
新
需
要
を
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
燃
費
レ
ベ
ル
に
誘
導
す
る
た
め
︑
低
炭

素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
導
入
経
費
の
一
部

　
（
公
財
）
日
本
自
動
車
輸
送
技
術
協
会
（
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
）
は
︑
環
境
省
補
助
事
業
﹁
平
成
30

年
度
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費
等

補
助
金
（
先
進
環
境
対
応
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

導
入
加
速
事
業
）﹂
に
つ
い
て
︑
６
月
20
日
か

ら
申
請
受
付
を
開
始
す
る
（
２
０
１
９
年
１

月
31
日
締
切
）︒

　

営
業
用
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
お
い

て
補
助
対
象
と
な
る
の
は
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
（
車
両
総
重
量
12
㌧
超
）
と
電
気

自
動
車
で
︑
対
象
車
両
は
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
ホ
ー
ム

を
補
助
す
る
も
の
︒

　

よ
り
燃
費
性
能
に
す
ぐ
れ
た
低
炭

素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入

を
条
件
と
し
︑
廃
車
を
伴
う
申
請
の
場
合

は
︑
標
準
的
燃
費
水
準
車
両
と
の
価
格
差

の
２
分
の
１
を
︑
廃
車
を
伴
わ
な
い
申
請

の
場
合
は
同
３
分
の
１
を
補
助
す
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
２
０
１
９
年
１
月
31

日
ま
で
で
︑
申
請
受
付
状
況
は
（
一
財
）

環
境
優
良
車
普
及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
公
表
さ
れ
る
︒

申
請
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
︑
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ
と
︒

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
て
車
名
・
型
式
等
が

公
表
さ
れ
て
い
る
︒

　

補
助
額
は
︑
標
準
的
燃
費
水
準
の
車
両

と
の
差
額
の
一
定
率
（
天
然
ガ
ス
車
＝
２

分
の
１
︑
電
気
自
動
車
＝
３
分
の
２
）︒

　

な
お
︑
対
象
車
両
購
入
後
の
申
請
に
つ

い
て
は
﹁
２
０
１
８
年
４
月
２
日
以
降
に
購

入
（
新
規
新
車
登
録
）し
た
車
両
﹂
と
し
︑

同
購
入
前
の
申
請
に
つ
い
て
は
﹁
２
０
１
９

年
３
月
４
日
ま
で
に
購
入
（
新
規
新
車
登

録
）
す
る
こ
と
﹂
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
︒

　

詳
細
は
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ

と
︒

　

ま
た
︑29
年
度﹁
鈴
木
賞
﹂

に
つ
い
て
は
︑
29
年
９
月
８

日
に
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

全
国
に
先
駆
け
て
締
結
し
た

災
害
時
に
お
け
る
各
都
県
ト

協
の
相
互
応
援
協
定
の
受
賞

が
承
認
さ
れ
た
︒

　

報
告
事
項
で
は
︑
標
準
貨

物
自
動
車
運
送
約
款
の
改
正

に
伴
い
︑
厚
労
省
・
農
水
省

・
経
産
省
・
国
交
省
・
公
正

取
引
委
員
会
の
５
省
庁
と
連

携
し
て
︑
荷
主
企
業
・
荷
主

団
体
宛
て
に
適
正
取
引
推
進

と
長
時
間
労
働
是
正
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
る
文
書
︑
お

よ
び
関
連
制
度
等
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
６
月
中
に

約
６
万
部
配
布
予
定
で
あ
る

こ
と
や
︑
荷
主
向
け
業
界
専

門
新
聞
へ
の
広
告
掲
載
の
実

施
（
２
面
に
詳
細
）
な
ど
に

つ
い
て
報
告
︒
ま
た
︑
同
約

款
改
正
に
伴
う
届
出
の
手
続

き
状
況
や
︑
変
更
届
出
に
関

す
る
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
紙

面
で
の
周
知
啓
発
活
動
な
ど

に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
︒

第175回理事会の冒頭、荷主向けリーフレットを手にあいさつする坂本会長

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
６
月
７
日
︑

第
１
７
５
回
理
事
会
を
開
き
︑
６
月
28

日
に
開
催
さ
れ
る
第
94
回
通
常
総
会
へ

の
上
程
議
案
を
承
認
し
た
︒
冒
頭
︑
坂

本
克
己
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
︑
労
働
条

件
改
善
や
道
路
改
革
︑
標
準
貨
物
自
動

車
運
送
約
款
の
改
正
に
伴
う
料
金
変
更

届
出
の
促
進
な
ど
に
つ
い
て
︑
関
係
行

政
機
関
な
ど
と
連
携
し
︑
引
き
続
き
全

力
を
傾
注
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
た
︒

６
月
20
日
か
ら

２
０
１
９
年
１
月
31
日
ま
で

大
型
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
・
電
気
ト
ラ
ッ
ク
対
象
補
助
事
業
受
付
開
始

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
導
入
補
助
金
受
付
開
始

　

警
察
庁
は
６
月
７
日
︑﹁
改

正
道
路
交
通
法
の
施
行
状

況
﹂を
発
表
し
た
︒
こ
れ
は
︑

平
成
29
年
３
月
に
施
行
し
た

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
後

１
年
の
状
況
に
つ
い
て
ま
と

め
た
も
の
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
29
年
３

月
に
新
設
さ
れ
た
準
中
型
免

許
の
新
規
取
得
状
況
（
29
年

３
月
12
日
～
30
年
３
月
31

日
︑
暫
定
値
）
は
︑
新
規
取

得
者
数
が
１
万
６
４
９
４
人
︑

準
中
型
５
㌧
限
定
解
除
者
数

は
２
万
７
７
４
人
と
︑
合
計

３
万
７
２
６
８
人
と
な
っ
た
︒

新
規
取
得
者
を
年
齢
別
で
み

る
と
︑
18
歳
が
９
２
５
２
人

（
56
・
１
％
）
と
半
数
以
上

を
占
め
︑19
歳
は
１
５
０
１
人

（
９
・
１
％
）︑
20
歳
以
上

は
５
７
４
１
人
（
34
・
８
％
）

と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
月
別
で
み
る
と
︑

新
規
取
得
者
が
最
も
多
か
っ

た
の
は
30
年
３
月
（
４
９
６

３
人
）で
︑次
い
で
同
２
月（
２

３
０
３
人
）︑
29
年
12
月
（
１

５
１
８
人
）
と
な
っ
た
︒

　

高
等
学
校
等
の
卒
業
時
期

に
近
接
し
た
年
度
末
に
︑
準

中
型
免
許
新
規
取
得
が
増
加

し
て
お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
へ
の
採
用
拡
大
を
目
的

と
し
た
同
法
改
正
の
成
果
が

見
て
取
れ
る
︒

新
規
・
限
定
解
除
取
得
者
が
約
４
万
人
に

準
中
型
免
許
の
新
規
取
得
状
況

警察庁

国交省・環境省JATA

労働条件の改善・道路改革に全力
平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
計
算
書
類
を
承
認

坂本　克己会長

関
係
行
政
と
連
携
を
強
化

新
約
款
変
更
届
出
を
促
進

全ト協・第175回 理事会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2018.6.1—
6.15

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

取
材
で
10
数
年
ぶ
り
に
会
っ
た

経
営
者
が
い
る
︒
同
氏
は
こ
の
間
︑

１
度
経
営
か
ら
退
い
て
い
た
︒
後

進
に
道
を
譲
っ
て
会
社
か
ら
全
く

離
れ
て
い
た
の
だ
が
︑
徐
々
に
業

績
が
低
迷
し
て
き
た
︒
そ
こ
で
中

堅
幹
部
た
ち
か
ら
何
度
も
懇
請
さ

れ
て
︑
２
年
前
に
再
び
代
表
取
締

役
と
し
て
復
帰
し
た
の
だ
と
い

う
︒
経
営
者
と
し
て
復
帰
す
る
と
︑

こ
の
２
年
間
で
利
益
率
を
以
前
の

水
準
ま
で
戻
し
︑
３
年
目
の
今
年

度
は
新
規
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
本
格

的
に
参
入
す
る
計
画
だ
︒

　
﹁
最
初
の
１
年
は
︑
ひ
た
す
ら
こ

の
間
の
穴
埋
め
に
費
や
し
た
︒
２

年
目
は
利
益
率
を
元
の
水
準
に
戻

す
こ
と
に
努
め
た
︒
同
時
に
２
年

目
の
後
半
か
ら
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

の
布
石
を
打
っ
て
き
た
﹂と
い
う
︒

そ
し
て
﹁
３
年
目
の
今
年
度
は
成

長
戦
略
に
転
換
し
て
︑
昨
年
秋
か

ら
始
め
た
新
事
業
を
本

格
的
に
展
開
す
る
﹂
と

い
う
方
針
だ
︒

　

同
氏
は
70
歳
代
後
半

だ
が
︑
こ
れ
ら
の
話
を

具
体
的
な
数
値
の
裏
付

け
を
も
っ
て
論
理
的
に

説
明
し
︑
参
考
ま
で
に

と
資
料
の
コ
ピ
ー
も
用

意
し
て
お
い
て
く
れ
た
︒

10
数
年
前
と
少
し
も
変
わ
ら
な

い
考
え
方
や
話
し
方
で
︑
ブ
ラ

ン
ク
を
感
じ
さ
せ
な
い
取
材
だ

っ
た
︒

　

雑
談
で
は
︑
経
営
か
ら
１
度

退
い
て
再
び
復
帰
す
る
話
題
に

な
っ
た
︒
筆
者
の
経
験
で
も
︑

１
度
は
第
一
線

を
退
き
な
が
ら

再
び
代
表
取
締

役
に
戻
っ
た
人

を
何
人
か
知
っ

て
い
る
︒

　

そ
の
う
ち
の

１
人
は
﹁
大
胆

な
経
営
の
再
構

築
を
し
な
け
れ

ば
︑
こ
の
ま
ま

で
は
遠
か
ら
ず

経
営
が
行
き
詰

ま
っ
て
し
ま
う
﹂

と
判
断
し
た
︒

も
ち
ろ
ん
経
営

の
再
構
築
は
現

在
の
社
長
で
も

で
き
る
︒
だ
が
﹁
大
き
な
見
え

ざ
る
抵
抗
が
働
き
︑
実
現
に
は

時
間
が
か
か
る
﹂︒
短
期
間
で

再
構
築
を
し
な
け
れ
ば
︑
取
り

返
し
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
︒
そ
こ
で
﹁
社
内
に
ど
ん
な

強
い
抵
抗
が
あ
っ
て
も
強
引
に

再
構
築
を
進
め
ら
れ
る
の
は
自
分

し
か
い
な
い
﹂
と
い
う
認
識
で
︑

相
談
役
か
ら
代
表
権
を
も
つ
会
長

に
戻
っ
た
の
で
あ
る
︒

　

だ
が
︑
２
年
後
に
は
経
営
か
ら

一
切
手
を
引
い
た
︒
そ
の
時
の
言

葉
が
印
象
的
で
︑
今
で
も
よ
く
覚

え
て
い
る
︒﹁
１
期
２
年
で
初
期
の

目
的
を
達
成
で
き
た
︒
そ
こ
で﹃
次

に
必
要
な
社
内
改
革
は
何
か
﹄
と

社
内
を
見
回
し
た
ら
︑
役
割
が
な

く
な
っ
た
の
に
高
い
報
酬
を
と
っ
て

い
る
自
分
が
１
番
の
ム
ダ
と
分
か

っ
た
︒
だ
か
ら
︑
経
営
か
ら
は
一

切
手
を
引
く
こ
と
に
し
た
﹂
と
い

う
も
の
︒
同
氏
ら
し
い
表
現
だ
な

と
︑
変
に
納
得
し
た
こ
と
を
今
で

も
覚
え
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
１
年
ほ
ど
前
か
ら
何
年

か
ぶ
り
で
子
会
社
の
社
長
に
復
帰

し
た
経
営
者
に
︑
昨
年
夏
に
取
材

し
た
︒
や
は
り
こ
の
間
に
経
営
内

容
が
悪
化
し
た
の
で
︑﹁
現
場
の

実
態
な
ど
も
含
め
て
１
番
よ
く
知

っ
て
い
る
自
分
が
戻
り
︑
短
期
間

に
再
軌
道
に
乗
せ
る
﹂
と
い
う
話

だ
っ
た
︒

　

企
業
経
営
は
常
に
順
風
満
帆
と

は
限
ら
な
い
︒
危
機
の
兆
候
を
早

く
察
知
し
︑
１
番
の
適
任
者
が
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
短
期
間
に
乗
り
き

る
こ
と
が
重
要
だ
︒

第
211
回

危機克服にはトップダウンが必要

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～積載編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		貨物自動車に積載できる貨物の長さは、積載する自動車の長さの1.1倍
までである。（	○・×	）

❷		貨物自動車に積載する貨物は、車体の左右のそれぞれ1.1倍まで、はみ
出して積載することができる。（	○・×	）

❸		貨物自動車に積載できる貨物の高さは、４メートルからその自動車の
積載をする場所の高さを減じたものでなければならない。（	○・×	）

❹		分割できない貨物で積載制限を超える場合でも、出発地の警察署長の
許可を得た場合には積載して運行することができる。（	○・×	）

❺		高速自動車国道等において運転しようとするときは、積載物の転落や
飛散を防止するための措置を講じる。（	○・×	）

（解答は７面）

雨天時の安全走行!!
〔第77回〕

　地球は水の惑星といわれ、表面の7割を水が占めています。
しかし、その大半は海水であり、人間が利用可能な淡水は
2.5%に過ぎません。しかも、その淡水をすべて利用できるわけ
ではなく、多くは氷河や地下水であって、実際に利用できるの
は、水全体のわずか0.01%に過ぎないといわれています。それ
を70億人を超える全世界の人々が分かち合っているわけですか
ら、まさに水は貴重な資源なのです。その水をもたらしてくれ
るのが雨です。時に豪雨となって我々の生活に甚大な被害を与
えることはありますが、多くの場合は恵みの雨です。梅雨の時
期は雨天走行が続きますが、恵みを災いに変えてしまわないよ
う、雨と上手に付き合いたいものです。

●雨の降り始めは要注意
Ａさん「この時期に走ると、田植えの終わった田んぼが目につ

く。まさに水田という感じがするね」
Ｂさん「お米は水の賜物だからね。水が不足するとえらいことに

なる」
Ａさん「“雨、雨、降れ、降れ”だけど、我々にとってはあまり良

い条件ではないね」
Ｂさん「特に雨の降り始めは要注意だね。傘を持たない歩行者

や自転車は、雨を避けようとして急に道路を横断してく
ることがあるからね」

Ａさん「それと雨の降り始めは、スリップに注意が必要だよ。雨
が降り出すと、道路の表面の土ぼこりや砂がオイル状に
なり、路面に油をひいたような状態になるため、最も滑
りやすくなるといわれている」

Ｂさん「交差点を右左折する時やカーブを走る時などは、特に注
意が必要だね」

●雨天時は歩行者の視界も悪い
Ａさん「雨の日は視界が悪くなるけど、特にサイドミラーが水滴

のために見えにくくなるから、車体の小さい自転車やバ
イクを見落としやすくなる」

Ｂさん「左折時や進路変更時には、しっかり確認する必要がある
ね」

Ａさん「視界が悪くなるのは、歩行者も同じだ。傘を差している
と、見通しが悪くなる上に、路面の水溜りなど足元に注
意が向きがちになるから、どうしても車に気づくのが遅
れやすくなる」

Ｂさん「横なぐりの雨の時なんかは、雨を避けるのに精いっぱい
で、傘も前に傾けて歩くから、一層視界が悪くなる」

Ａさん「だから横断歩道に傘を差した歩行者がいる時に、車が
近付いているから横断してこないだろうと考えるのは、
非常に危険なんだ」

Ｂさん「雨の日の歩行者は、早く行こうとするしね。横断歩道を
横断しそうな歩行者がいたら、手前で停止して横断を妨
げないようにしないと」

●高速道路では速度規制を守る
Ａさん「濡れた路面は乾いた路面より停止距離が長くなるから、

車間距離をとる必要があるけど、スピードが出ている高
速道路では、特に十分な車間距離が必要だよ」

Ｂさん「車間距離をとっていないと、前車の水しぶきが降りか
かって、一瞬前方が見えなくなることもあるしね」

Ａさん「高速道路ではスピードにも注意したいね」
Ｂさん「スピードを出し過ぎると“ハイドロプレーニング現象”が

起こる危険もあるし、スリップ事故や横転事故の原因に
もなる」

Ａさん「雨の日には、速度規制が出されることもよくあるから、
標識にもよく注意して、速度規制が出されたら必ずそれ
を守らないとね」

●豪雨時は無理をしない
Ａさん「ワイパーも追いつかないほどの豪雨になると、前方の見

通しが極端に悪くなって怖いくらいだ」
Ｂさん「アンダーパスなど低い場所では、道路が冠水して通行不

能になることもあるよ」
Ａさん「そうなんだ。まだ大丈夫だろうと思っていたら、あっと

いう間に冠水してしまうからね」
Ｂさん「山間部では、土砂崩れや路肩の崩壊などの恐れもある

よ」
Ａさん「走行中に、万一豪雨に見舞われたら、無理をせず早めに

安全な場所に待避して会社に連絡し、指示を受けるのが
一番だよ」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
国
土
交
通
省
の

後
援
を
得
て
︑
荷
主
向
け
業

界
専
門
新
聞
16
紙
に
広
告

（
写
真
）
を
掲
載
し
た
︒

　

同
広
告
は
︑荷
主
に
対
し
︑

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款

の
改
正
に
よ
る
運
賃
と
料
金

の
区
分
の
明
確
化
や
︑
荷
待

ち
時
間
・
積
卸
し
作
業
・
附

帯
業
務
は
有
料
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
周
知
し
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
に
お
け
る
適
正
な

運
賃
・
料
金
の
収
受
に
つ
い

て
理
解
を
得
る
た
め
に
制
作

さ
れ
た
も
の
︒
実
際
の
取
引

に
お
い
て
︑
適
正
な
運
賃
・

料
金
の
収
受
を
普
及
・
定
着

さ
せ
る
た
め
に
は
荷
主
の
理

解
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
︑
荷
主
向
け
業
界
専

門
新
聞
に
次
の
通
り
広
告
掲

載
を
行
っ
た
︒

▼
６
月
６
日
：
日
刊
自
動

車
新
聞

▼
６
月
７
日
：
繊
研
新
聞
︑

日
本
紙
業
通
信

▼
６
月
８
日
：
化
学
工
業

日
報
︑
醸
界
タ
イ
ム
ス
︑

日
刊
建
設
工
業
新
聞
︑
日

本
食
糧
新
聞

▼
６
月
11
日
：
ゴ
ム
タ
イ
ム

ス
︑
セ
メ
ン
ト
新
聞

▼
６
月
12
日
：
鉄
鋼
新
聞
︑

日
刊
木
材
新
聞

▼
６
月
13
日
：
管
材
新
聞

▼
６
月
14
日
：
機
械
新
聞
︑

日
本
農
業
新
聞
︑
み
な
と

新
聞

▼
６
月
18
日
（
予
定
）
：
ガ

ラ
ス
新
聞

平
成
31
年
度
要
望
事
項
　

　
　
　
　
　
な
ど
を
審
議

第
6
回
税
制
委
員
会

　

第
6
回
﹁
税
制
委
員
会
﹂

（
小
幡
鋹
伸
委
員
長
）
が
６

月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

　

小
幡
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
副
委
員
長
の
選
任

が
行
わ
れ
︑
月
寒
運
輸
㈱
の

奈
良
幹
男
社
長
（
北
海
道
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が
副
委

員
長
に
就
任
し
た
︒

　

委
員
会
で
は
︑﹁
平
成
30

年
度
税
制
改
正
・
予
算
に
関

す
る
要
望
と
結
果
に
つ
い
て
﹂

が
報
告
さ
れ
た
後
︑
①
31
年

度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す

る
要
望
事
項
（
案
）︑
②
同

税
制
改
正
・
予
算
に
関
す
る

活
動
計
画
（
案
）
︱
︱
が
審

議
さ
れ
︑
原
案
通
り
承
認
︒

要
望
事
項
・
活
動
計
画（
案
）

に
つ
い
て
は
︑６
月
７
日
に
開

催
さ
れ
る
第
１
７
５
回
理
事

会
に
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
（
関
連
１
面
）︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
道
路
局
の
伊
勢

田
敏
高
速
道
路
課
長
が
﹁
高

速
道
路
に
関
す
る
最
近
の
話

題
に
つ
い
て
﹂
と
題
し
て
講

演
を
行
っ
た
︒

坂
本
会
長
が
総
務
大
臣
　

　
　
　
　
　
表
彰
を
受
賞

第
68
回「
電
波
の
日
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
６
月
１

日
︑
総
務
省
主
催
の
﹁
平
成

30
年
度
﹃
電
波
の
日
・
情
報

通
信
月
間
﹄記
念
中
央
式
典
﹂

に
お
い
て
﹁
電
波
の
日
﹂
総

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
︒

　

電
波
の
日
は
︑
電
波
法
・

放
送
法
・
電
波
監
理
委
員
会

設
置
法
（
電
波
三
法
）
が
昭

和
25
年
６
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
︑
翌
26

年
に
総
務
省
が
制
定
し
た
も

の
で
︑
今
年
度
で
68
回
を
数

え
る
︒

　

坂
本
会
長
は
︑（
一
社
）

全
国
自
動
車
無
線
連
合
会
会

長
と
し
て
︑
タ
ク
シ
ー
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
活
用
し
た

Ａ
Ｉ
予
測
配
車
の
実
証
実
験

や
ア
プ
リ
配
車
の
実
施
等
︑

タ
ク
シ
ー
利
用
の
利
便
性
向

上
に
資
す
る
電
波
の
有
効
活

用
に
貢
献
︒
そ
の
功
績
を
た

た
え
て
こ
の
度
表
彰
さ
れ
た

も
の
︒

平
成
30
年
度
「
ベ
ス
ト
消
費

　
者
サ
ポ
ー
タ
ー
章
」
受
章

消
費
者
庁「
消
費
者
支
援

功
労
者
表
彰
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
消
費
者
庁
の
平

成
30
年
度
﹁
ベ
ス
ト
消
費
者

サ
ポ
ー
タ
ー
章
﹂
を
受
章
し

た
︒
同
庁
で
は
︑
消
費
者
利

益
の
擁
護
・
増
進
の
た
め
に

各
方
面
で
活
躍
し
た
個
人
・

団
体
に
対
し
﹁
消
費
者
支
援

功
労
者
表
彰
﹂
を
実
施
し
て

お
り
︑
平
成
30
年
度
は
34
人

・
14
団
体
が
﹁
ベ
ス
ト
消
費

者
サ
ポ
ー
タ
ー
章
﹂を
受
章
︒

　

全
ト
協
は
︑
引
越
事
業
者

優
良
認
定
制
度
運
用
に
よ
っ

て
︑
中
小
規
模
企
業
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
や
︑
消
費
者
志
向

経
営
の
推
進
お
よ
び
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
貢
献
し

た
こ
と
︑
ま
た
引
越
優
良
事

業
者
に
つ
い
て
は
協
会
内
に

専
用
相
談
窓
口
を
設
置
し
︑

消
費
者
か
ら
の
相
談
を
受
け

付
け
る
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
を

実
施
し
た
こ
と
な
ど
の
活
動

実
績
が
評
価
さ
れ
て
の
受
章

と
な
っ
た
︒

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
雇
用
事
業

所
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

女
性
等
が
運
転
し
や
す
い

ト
ラ
ッ
ク
の
あ
り
方
検
討
会

　

国
土
交
通
省
と
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
が
共
同
事
務
局

と
な
る
﹁
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

等
が
運
転
し
や
す
い
ト
ラ
ッ

ク
の
あ
り
方
検
討
会
﹂（
座
長

・
鎌
田
実
東
京
大
学
大
学
院

新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
人

間
環
境
学
専
攻
教
授
）で
は
︑

５
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第

２
回
検
討
会
（
本
紙
５
月
20

日
号
既
報
）
で
審
議
し
た
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
︑
７

月
７
日
ま
で
を
提
出
期
限
と

し
て
調
査
を
実
施
す
る
︒

　

同
ア
ン
ケ
ー
ト
は
︑
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
に
直
接
郵
送
し
て

行
う
も
の
で
︑
①
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
・
60
歳
以
上
の
男
性

ド
ラ
イ
バ
ー
︑
②
事
業
者
︑

③
女
性
職
員
︱
︱
の
３
者
が

対
象
︒
ま
た
︑全
ト
協
で
は
︑

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
回
答
が
で
き
る

よ
う
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
同
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
掲
載

し
︑広
く
意
見
を
募
る
予
定
︒

荷
主
向
け
業
界
専
門
新
聞
16
紙

　
　
　
　
　
　
に
広
告
を
掲
載

荷
主
に
対
し
て
適
正
運
賃
・
料
金
収
受
の

理
解
求
め
る

（
６
月
15
日
〜
６
月
30
日
）

▽
６
月
21
日

・
重
量
部
会
平
成
30
年
度
通
常

総
会

▽
６
月
26
日

・
第
45
回
引
越
部
会

▽
６
月
28
日

・
第
94
回
通
常
総
会

・
第
１
７
６
回
理
事
会

　

６
月
４
日
︑
東
京
都
千
代

田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
で
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
・
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
元
会
長
の
故
中
西
英
一

郎
氏
（
日
本
ロ
ジ
テ
ム
㈱

会
長
︑
全
ト
協
名
誉
会
長

・
東
ト
協
顧
問
）
の
﹁
お

別
れ
の
会
﹂（
主
催
：
日

本
ロ
ジ
テ
ム
㈱
中
西
弘
毅

代
表
取
締
役
社
長
）
が
し

め
や
か
な
う
ち
に
も
盛
大

に
と
り
行
わ
れ
た
︒

　

会
場
で
は
同
氏
の
足
跡
を

た
ど
る
写
真
等
が
展
示
さ
れ

た
ほ
か
︑
逝
去
に
伴
い
追
贈

さ
れ
た
従
四
位
の
位
記
が
披

露
さ
れ
た
︒
全
ト
協
か
ら
は

坂
本
克
己
会
長
を
は
じ
め
︑

各
副
会
長
︑
役
職
員
ら
が
参

列
︒
ま
た
︑
業
界
関
係
者
を

は
じ
め
︑
各
界
か
ら
多
数
の

参
列
者
が
次
々
と
献
花
を
行

い
︑
故
人
の
冥
福
を
祈
る
と

と
も
に
そ
の
功
績
や
遺
徳
を

偲
ん
だ
︒

中
西
英
一
郎
全
ト
協
名
誉
会
長

「
お
別
れ
の
会
」
開
催

中
西
英
一
郎
全
ト
協
名
誉
会

長
・
東
ト
協
顧
問
「
お
別
れ

の
会
」（
６
月
４
日
、ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）

第6回税制委員会（6月5日、全ト協）

平成30年度電波の日・情報通信月間記念中
央式典（６月１日、帝国ホテル）
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N
ew

s 2018.6.1—
6.15

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

前
回
に
引
き
続
き
︑﹁
天
然
ガ

ス
自
動
車
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
の
海
外

視
察
で
訪
問
し
た
イ
タ
リ
ア
・
ス

ペ
イ
ン
の
現
況
を
紹
介
し
た
い
︒

今
回
は
Ｈ
Ａ
Ｍ
社
︑
Ｆ
Ｃ
Ｃ
社

に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

　

Ｈ
Ａ
Ｍ
社
は
１
９
８
０
年
に
運

送
会
社
と
し
て
創
業
し
︑
現
在
は

ス
ペ
イ
ン
国
内
で
13
か
所
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
ス
タ
ン
ド
を
運
営
し
て
い
る

（
そ
の
他
︑
イ
タ
リ
ア
︑
フ
ラ
ン

ス
で
も
保
有
）︒
さ
ら
に
移
動
式

充
填
機
10
基
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ
自
動
車

60
台
を
保
有
し
て
い
る
︒
Ｌ
Ｎ
Ｇ

ス
タ
ン
ド
設
備
を
自
社
開
発
し
て

お
り
︑
ス
タ
ン
ド
の
建
設
か
ら
保

守
点
検
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
送
も
手
掛

け
て
い
る
企
業
で
あ
る
︒

　

今
回
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
郊
外
に

あ
る
﹁
Ｈ
Ａ
Ｍ 

Ａ
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ａ 

ス
タ
ン
ド
﹂
を
見
学
し
た
︒
こ
こ

で
は
ガ
ソ
リ
ン
︑軽
油
︑Ｌ
Ｎ
Ｇ
︑

Ｃ
Ｎ
Ｇ
の
供
給
を
行
う
マ
ル
チ
フ

ュ
ー
エ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て

い
る
（
写
真
）︒
Ｌ
Ｎ
Ｇ
貯
槽
の

圧
力
は
０
・
４
MPa
程
度
が
一
般
的

と
言
わ
れ
て
い
る
が
︑
Ｈ
Ａ
Ｍ
社

の
ス
タ
ン
ド
は
１
・
６
～
１
・
８

MPa
と
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
︒
40

㌔
㍑
の
貯
槽
が
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

よ
り
２
㍍
高
い
位
置
に
設
置
さ

れ
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ
車
へ
の
充
填
に
は
ポ

ン
プ
を
必
要
と
し
な
い
︒
こ
の
こ

と
に
よ
り
極
低
温
下
で
作
動
す
る

ポ
ン
プ
の
故
障
を
回
避
で
き
る
︒

　

Ｌ
Ｎ
Ｇ
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
は
自

社
開
発
品
で
︑
ホ
ー
ス
は
真
空
断

熱
ホ
ー
ス
を
使
用
し
て
い
る
︒
ま

た
ノ
ズ
ル
は
２
段
の
ロ
ッ
ク
機
能

が
付
い
て
お
り
︑
脱
着
時
の
ガ
ス

漏
え
い
を
防
止
し
て
い
る
︒

　

充
填
作
業
は
セ
ル
フ
式
で
︑
Ｌ

Ｎ
Ｇ
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ヘ
ル
メ

ッ
ト
︑
保
護
メ
ガ
ネ
︑
革
手
袋
を

車
載
し
︑
充
填
時
に
使
用
し
て
い
る
︒
真

空
断
熱
ホ
ー
ス
の
断
熱
性
は
優
れ
て
お
り
︑

充
填
時
も
表
面
に
結
露
は
す
る
も
の
の
︑

氷
結
は
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
︒

　

独
自
の
方
式
で
充
填
の
利
便
性
を
向
上

し
つ
つ
︑
信
頼
性
の
高
い
安
価
な
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
る
こ
と

に
感
心
し
た
︒

　

次
に
︑
Ｆ
Ｃ
Ｃ
社
は

ス
ペ
イ
ン
で
ご
み
収
集

業
な
ど
を
行
う
民
間
企

業
で
︑
業
務
の
８
割
を

行
政
か
ら
受
託
し
て
い

る
と
い
う
︒
訪
れ
た
バ

ル
セ
ロ
ナ
事
業
所
で
は

約
５
０
０
台
の
車
両
を

保
有
し
て
お
り
︑
塵
芥

車
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
15
台
︑
電
気
自
動
車
が
１

３
０
台
で
︑
そ
の
他
は
全
て
天
然

ガ
ス
自
動
車
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒

シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
改
造

し
た
車
両
を
多
く
保
有
し
て
お

り
︑
都
市
内
は
モ
ー
タ
の
み
で
走

行
し
︑
郊
外
走
行
時
の
み
エ
ン
ジ

ン
を
稼
働
さ
せ
て
い
る
︒
ス
ペ
イ

ン
の
各
都
市
で
は
ご
み
収
集
が
深

夜
か
ら
早
朝
に
行
わ
れ
る
た
め
︑

騒
音
抑
制
に
大
き
く
役
立
っ
て
い

る
そ
う
だ
︒

　

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
ご
み
収
集
業
者

は
Ｆ
Ｃ
Ｃ
社
を
含
め
４
社
あ
る

が
︑
全
て
の
会
社
が
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の

採
用
を
進
め
て
い
る
︒
バ
ル
セ
ロ

ナ
市
と
の
契
約
は
１
件
当
た
り
８

年
間
で
あ
り
︑
２
年
間
の
延
長
が

可
能
な
も
の
と
の
こ
と
︒
契
約
の

際
に
は
新
車
導
入
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
た
め
︑
契
約
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
合
わ
せ
て
新
車
に
入
れ
替
え

て
い
る
と
の
こ
と
︒
同
社
の
シ
リ

ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車

両
な
ど
は
低
公
害
︑
低
騒
音
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
た
め
受
注
に
有

利
で
あ
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
︒

日
本
で
行
政
か
ら
よ
く
求
め
ら
れ

る
単
年
契
約
で
は
な
く
︑
長
期
契

約
が
で
き
る
代
わ
り
に
︑
新
車
導

入
が
条
件
と
い
う
の
は
︑
受
託
企

業
の
経
営
計
画
の
安
定
性
確
保

と
車
両
の
低
公
害
化
を
両
立
さ
せ

る
面
白
い
条
件
だ
と
感
じ
た
︒

　

同
社
の
下
水
処
理
業
務
で
使

用
し
て
い
る
車
両
の
説
明
も
受
け

た
︒
そ
れ
ら
の
車
両
は
受
託
元
の

指
定
で
電
気
自
動
車
と
な
っ
て
い

る
︒
こ
れ
は
浄
化
槽
の
汚
泥
汲
み

上
げ
時
の
騒
音
が
大
き
い
た
め
︑

車
両
だ
け
で
も
低
騒
音
に
し
た
い

と
い
う
考
え
と
の
こ
と
︒
欧
州
メ

ー
カ
ー
の
車
両
を
電
気
自
動
車
に

改
造
し
て
使
用
し
て
い
る
︒
さ
ら

に
︑
弊
社
の
エ
ル
フ
も
電
気
自
動
車
に
改

造
し
て
使
っ
て
お
ら
れ
た
の
に
は
驚
い
た
︒

　

今
回
の
視
察
で
は
︑
従
来
の
Ｎ
Ｏ
Ｘ
︑

Ｐ
Ｍ
だ
け
で
な
く
騒
音
に
つ
い
て
も
市
民
の

関
心
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
︒
バ
ル
セ
ロ

ナ
行
政
の
よ
う
に
市
民
の
局
地
環
境
（
Ｎ

Ｏ
Ｘ
︑
Ｐ
Ｍ
︑
騒
音
）
の
改

善
要
望
に
応
え
る
べ
く
︑
低

公
害
車
を
導
入
す
る
業
者

を
採
用
す
る
と
い
う
具
体

的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
︑
低
公
害
車

が
普
及
し
て
い
る
一
つ
の
要

因
だ
と
感
じ
た
︒

（
本
視
察
の
詳
細
は
６
月
19

日
の
天
然
ガ
ス
自
動
車
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
研
究
会
で
報
告
予

定
）

第51回 『世界の天然ガス自動車の普及状況について』
～欧州（イタリア・スペイン）の現状について③～

いすゞ 自動車株式会社　NGV企画・設計部　原　裕一
ガソリン・軽油・CNGのディスペンサー

平
成
30
年
「
賃
金
構
造

基
本
統
計
調
査
」
を
実
施

調
査
へ
の
協
力
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
で
は
今
年
７

月
︑
平
成
30
年
﹁
賃
金
構
造

基
本
統
計
調
査
﹂
を
全
国
一

斉
に
実
施
す
る
︒

　

同
調
査
は
︑
労
働
者
の
賃

金
等
の
実
態
を
︑
産
業
・
地

域
・
企
業
規
模
・
雇
用
形
態

・
就
業
形
態
・
職
種
・
性
・

年
齢
・
学
歴
・
勤
続
年
数
・

経
験
年
数
別
等
に
明
ら
か
に

　

農
林
水
産
省
は
︑
平
成
30

年
度
予
算
で
﹁
農
産
物
パ
レ

ッ
ト
推
進
協
議
会
（
仮
称
）﹂

を
設
立
す
る
︒

　

農
産
物
の
一
貫
パ
レ
ッ
ト

輸
送
は
︑
荷
役
時
間
の
削
減

な
ど
物
流
効
率
化
や
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
荷
軽
減

　

国
土
交
通
省
は
６
月
11
日
︑

﹁
働
き
方
改
革
﹂
に
積
極
的

 

睡
眠
不
足
の
事
故
防
止
へ

指
導
・
監
督
指
針
を
改
正

　

国
土
交
通
省
は
６
月
１

日
︑
バ
ス
︑
タ
ク
シ
ー
︑
ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
者
教
育
を
充

実
さ
せ
る
た
め
︑
睡
眠
不
足

が
事
故
の
原
因
と
な
る
こ
と

を
理
解
さ
せ
る
記
述
を
追
加

す
る
な
ど
﹁
自
動
車
運
送
事

業
者
が
運
転
者
に
対
し
て
行

う
指
導
及
び
監
督
の
指
針
﹂

（
告
示
）
を
改
正
し
︑
実
施

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

る
も
の
︒
調
査
結
果
は
︑
民

間
企
業
に
お
け
る
賃
金
決
定

等
︑
労
務
管
理
の
資
料
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ

か
︑
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に

お
け
る
逸
失
利
益
の
算
定
︑

最
低
賃
金
法
に
よ
る
最
低
賃

金
の
決
定
︑
労
働
者
災
害
補

償
保
険
法
に
よ
る
年
金
給
付

基
礎
日
額
の
最
低
・
最
高
限

度
額
の
算
定
等
︑
各
種
政
策

決
定
の
際
に
幅
広
く
利
用
さ

れ
る
︒

　

調
査
対
象
は
︑
主
要
産
業

に
属
す
る
事
業
所
の
う
ち
︑

５
人
以
上
の
常
用
労
働
者
を

雇
用
す
る
民
営
事
業
所
お
よ

び
10
人
以
上
の
常
用
労
働
者

を
雇
用
す
る
公
営
事
業
所
︒

　

な
お
︑
厚
労
省
で
は
︑
調

査
の
実
施
に
あ
た
り
︑
都
道

府
県
労
働
局
や
労
働
基
準
監

督
署
か
ら
の
調
査
依
頼
に
対

す
る
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

に
有
効
で
あ
る
︒
一
方
で
︑

特
に
卸
売
市
場
を
経
由
す
る

場
合
に
は
複
数
の
事
業
者
を

介
す
る
た
め
︑
パ
レ
ッ
ト
の

紛
失
が
起
こ
り
や
す
い
な
ど

の
課
題
が
あ
る
︒

　

同
協
議
会
に
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
ほ
か
︑
発

に
取
り
組
む
自
動
車
運
送
事

業
者
を
﹁
見
え
る
化
﹂
す
る

た
め
の
認
証
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
︑﹁
自
動
車
運
送

事
業
の
ホ
ワ
イ
ト
経
営
の

﹃
見
え
る
化
﹄検
討
会
﹂

（
座
長
・
野
尻
俊
明
流

通
経
済
大
学
学
長
）
を

設
置
し
︑
初
会
合
を
開

い
た
︒

　

自
動
車
運
送
事
業

は
︑
運
転
者
不
足
が
深

し
た
︒

　

睡
眠
不
足
に
よ
る
重
大
な

交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
︑
事
故
発
生
時
や
積
雪

時
等
の
緊
急
時
の
対
応
や
安

全
確
保
が
不
十
分
で
あ
る
事

案
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
︑

被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
や
車
線

逸
脱
警
報
装
置
等
の
運
転
支

援
装
置
を
備
え
た
車
両
が
普

及
し
て
き
て
い
る
こ
と
等
を

踏
ま
え
︑
こ
れ
ら
に
対
応
す

る
内
容
を
追
加
し
た
︒

着
荷
主
と
な
る
生
産
者
︑
卸

売
事
業
者
︑
小
売
事
業
者
等

が
正
会
員
お
よ
び
賛
助
会
員

と
し
て
参
画
︒
会
員
間
で
統

一
規
格
の
パ
レ
ッ
ト
を
共
同

利
用
・
管
理
す
る
﹁
循
環
利

用
モ
デ
ル
﹂
を
構
築
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
参
画
を
希
望
す
る
場

合
に
必
要
な
手
続
き
や
要
件

等
に
つ
い
て
は
︑
公
表
さ
れ

次
第
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に

掲
載
予
定
︒

 

運
転
者
指
導
・
監
督
マ
ニュ

ア
ル
を
改
訂

輸
送
安
全
規
則
改
正
に
伴
い

　

国
土
交
通
省
は
６
月
１
日
︑

﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
が
運

転
者
に
対
し
て
行
う
一
般
的

な
指
導
及
び
監
督
の
実
施
マ

ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
改
訂
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
居
眠
り
運
転
に

起
因
す
る
事
故
を
防
止
し
︑

﹁
働
き
方
改
革
﹂
を
進
め
る

観
点
か
ら
︑
運
転
者
の
睡
眠

刻
化
し
て
お
り
︑
労
働
条
件

や
労
働
環
境
を
改
善
す
る
と

と
も
に
︑
運
転
者
を
確
保
・

育
成
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
働
き
方
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業

者
（﹁
ホ
ワ
イ
ト
経
営
﹂
を

実
施
す
る
事
業
者
）
の
取
り

組
み
状
況
を
﹁
見
え
る
化
﹂

す
る
た
め
︑
検
討
会
を
開
催

し
た
も
の
︒

　

初
会
合
で
は
︑
認
証
制
度

創
設
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方
や
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
議
論
し
た
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
か
ら
は
馬
渡
雅
敏
副
会

長
（
物
流
政
策
委
員
会
委
員

長
）
と
星
野
治
彦
企
画
部
長

が
構
成
員
と
し
て
出
席
し
た
︒

時
間
の
確
保
に
つ
い
て
事
業

者
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
︑
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
輸
送
安
全
規
則
が
改
正

さ
れ
︑
同
日
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
も
の
︒

　

国
交
省
で
は
︑
睡
眠
不
足

に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
の
教
育
内
容
に
つ
い

て
︑
具
体
的
な
実
施
事
項
等

を
示
し
た
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
版
お
よ
び
﹁
睡
眠
不
足

対
策
の
強
化
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
﹂を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

に
掲
載
し
︑
運
転
者
教
育
へ

の
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
編
（
概
要

編
・
本
編
）
は
︑
全
ト
協
Ｈ

Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
る
︒

 
適
切
な
運
行
管
理
求
め
る

事
故
調
が
報
告
書
４
件

　

事
業
用
自
動
車
事
故
調
査

委
員
会
は
６
月
８
日
︑
ト
ラ

ッ
ク
の
事
故
４
件
の
調
査
報

告
書
を
ま
と
め
た
︒
そ
れ
に

よ
る
と
︑
い
ず
れ
も
背
景
に

長
時
間
労
働
の
存
在
が
指
摘

さ
れ
︑
適
切
な
運
行
管
理
を

行
う
よ
う
事
業
者
に
再
発
防

止
を
求
め
た
︒

　

調
査
報
告
書
が
ま
と
め
ら

れ
た
の
は
︑
平
成
28
年
10
月

の
ト
ラ
ク
タ
・
バ
ン
セ
ミ
ト

レ
ー
ラ
の
追
突
事
故
（
香
川

県
観
音
寺
市
）︑
同
年
５
月

の
中
型
ト
ラ
ッ
ク
の
追
突
事
故

（
山
口
県
下
松
市
）︑
同
年

６
月
の
ト
ラ
ク
タ
・
車
両
運

搬
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
の
対
歩
行

者
事
故
（
大
阪
市
住
之
江

区
）︑
同
年
８
月
の
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
追
突
事
故
（
静
岡

県
焼
津
市
）
の
計
４
件
︒

　

観
音
寺
市
の
ケ
ー
ス
は
︑

居
眠
り
で
秋
祭
り
の
行
列
に

突
っ
込
ん
だ
も
の
︑
大
阪
市

の
事
故
は
︑
車
い
す
に
気
付

か
ず
轢
過
し
た
も
の
︒

　

い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
改
善

基
準
告
示
違
反
が
認
め
ら
れ

る
な
ど
過
労
運
転
防
止
措
置

が
不
十
分
な
ど
と
し
て
︑
運

転
者
に
適
切
な
指
導
・
監
督

を
行
う
よ
う
求
め
た
︒

 

健
康
起
因
事
故
防
止
に
向

け
た
健
康
管
理
の
実
施
を

要
請

運
転
者
の
意
識
喪
失
に
よ
る

事
故
受
け

　

国
土
交
通
省
は
６
月
８

日
︑
運
転
者
の
意
識
喪
失
に

よ
る
事
故
を
受
け
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
の
自
動

車
運
送
事
業
者
団
体
に
対

し
︑
健
康
起
因
事
故
の
防
止

に
向
け
た
健
康
管
理
の
実
施

に
関
す
る
通
達
を
発
出
し
た
︒

　

６
月
１
日
に
は
東
京
・
上

野
で
︑
同
３
日
に
は
富
山
県

の
東
海
北
陸
道
で
︑
そ
れ
ぞ

れ
走
行
中
の
バ
ス
運
転
者
が

意
識
を
失
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
接
触
・
衝
突
事
故
が
発

生
︒
こ
の
よ
う
な
事
業
用
自

動
車
の
運
転
者
が
疾
病
に
よ

り
運
転
を
継
続
で
き
な
く
な

る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
︑

国
交
省
で
は
自
動
車
運
送
事

業
者
に
対
し
︑
①
﹃
事
業
用

自
動
車
の
運
転
者
の
健
康
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄︑
②
﹃
自
動

車
運
送
事
業
者
に
お
け
る
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
﹄︑
③
﹃
自
動
車
運

「
農
産
物
パ
レ
ッ
ト
推
進
　

　
協
議
会（
仮
称
）」
を
設
立

統
一
規
格
パ
レ
ッ
ト
の
共
同
利
用
・
管
理
目
指
す

ホ
ワ
イ
ト
経
営「
見
え
る
化
」
へ

認
証
制
度
創
設
へ
検
討
会

送
事
業
者
に
お
け
る
脳
血
管

疾
患
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹄

︱
︱
の
３
つ
の
手
引
書
を
活

用
し
て
︑
健
康
起
因
事
故
防

止
の
た
め
の
取
り
組
み
を
実

施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
︒

　

こ
の
要
請
を
受
け
︑
全
ト

協
で
は
︑
会
員
事
業
者
に
対

し
︑
健
康
起
因
事
故
防
止
に

向
け
て
﹃
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
た
め
の
健
康
起
因
事

故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄
や
︑﹃
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
過
労
死

等
防
止
計
画
﹄（
５
面
に
詳

細
）
に
よ
る
健
康
管
理
の
さ

ら
な
る
徹
底
を
強
く
呼
び
か

け
て
い
る
︒

第
１
回
自
動
車
運
送
事
業

の
ホ
ワ
イ
ト
経
営
の
「
見
え

る
化
」検
討
会（
６
月
11
日
、

国
土
交
通
省
）

バス車内事故防止についてのお願い
7月1日～7月31日まで

　平素は、バスの安全運行にご協力いただき誠にありがとうございます。
　走行中のバス車内での転倒事故等を防止するため、７月１日～ 31日
の間「バス車内事故防止キャンペーン」を実施しております。
　車の「無理な割り込み」や「急な飛び出し」などによる事故を回避す
るための急ブレーキが、車内での乗客の転倒などの事故を誘発する要因
となっております。
　皆様の優しい運転でバスの車内事故防止にご協力をお願いします。

（公社）日本バス協会からのお知らせ

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

新
食
堂
開
業
・
運
営
時
間

変
更
の
お
知
ら
せ

安
城
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

安
城
Ｔ
Ｓ
は
︑
食
堂
を
改

装
し
︑
６
月
２
日
㈯
10
時
か

ら
新
店
舗
﹁
カ
レ
ー
王
国
﹂

表　安城 TS　６月２日㈯ 10:00 からの運営時間
施設 運営・営業時間 休業日

運行情報センター 平日、祝日 9:00～17:00 土・日曜
年末年始

食堂 平日、土・日曜、祝日 10:00～22:00 年末年始

休憩室、コインランドリー、
コインシャワー（女性用

を含む）
平日、土・日曜、祝日 24時間 年末年始

の
営
業
を
開
始
し
た
︒

　

食
堂
を
含
む
施
設
の
運
営

時
間
に
つ
い
て
は
表
の
通
り
︒

食
堂
の
営
業
時
間
を
変
更

札
幌
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

札
幌
Ｔ
Ｓ
は
︑
６
月
１
日

㈮
よ
り
︑
食
堂
の
営
業
時
間

を
﹁
10
時
～
21
時
（
オ
ー
ダ

ー
ス
ト
ッ
プ
20
時
45
分
）﹂
に

変
更
し
た
︒

６
月
４
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

東
神
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

東
神
Ｔ
Ｓ
は
︑
６
月
４
日

㈪
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
︒
施
設
の
営
業
時
間

は
︑
運
行
情
報
セ
ン
タ
ー
・

休
憩
室
が
平
日
・
土
曜
の
９

時
～
17
時
︑コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー

・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
は
24

時
間
営
業
︒
ま
た
︑
24
時
間

営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
が
新
設
さ
れ
︑
５
月
25

日
㈮
よ
り
営
業
を
開
始
し
て

い
る
︒
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岩
倉
海
陸
運
輸
株
式
会
社
（
北
海
道
苫
小
牧
市
）

　

岩
倉
海
陸
運
輸
㈱
（
三
上

慈
誉
代
表
取
締
役
社
長
）は
︑

北
海
道
を
拠
点
に
事
業
展
開

す
る
木
材
メ
ー
カ
ー
の
イ
ワ

ク
ラ
グ
ル
ー
プ
の
運
送
部
門

と
し
て
︑
昭
和
43
年
に
発
足

し
た
運
送
会
社
で
あ
る
︒
同

社
は
︑
フ
ェ
リ
ー
や
内
航
船

に
よ
る
海
陸
一
貫
輸
送
を
中

心
に
事
業
を
展
開
し
て
お

り
︑
中
核
会
社
の
㈱
イ
ワ
ク

ラ
で
扱
う
木
材
関
連
製
品
の

ほ
か
︑
住
宅
部
材
や
建
築
資

材
︑
ま
た
ピ
ア
ノ
や
オ
ー
ト

バ
イ
な
ど
の
輸
送
を
手
が
け

て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
で
は
取
引
の

あ
っ
た
大
手
荷
主
か
ら
の
強

い
要
請
に
よ
り
︑
平
成
19
年

６
月
に
（
公
財
）
交
通
エ
コ

ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団

（
エ
コ
モ
財
団
）
に
よ
る
グ

リ
ー
ン
経
営
認
証
を
初
め
て

取
得
し
た
︒
同
認
証
取
得
以

降
︑
同
社
で
は
毎
年
﹁
前
年

燃
費
の
１
％
改
善
﹂
を
会
社

の
目
標
と
し
て
定
め
︑
グ
リ

ー
ン
経
営
認
証
へ
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
行
っ
て
き
て

い
る
︒
29
年
に
は
︑
長
年
に

わ
た
る
環
境
活
動
が
評
価
さ

れ
︑
永
年
登
録
事
業
所
と
し

て
表
彰
さ
れ
た
︒

　

グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
取
得

と
と
も
に
︑
ま
ず
同
社
で
取

り
組
み
始
め
た
の
が
﹁
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
遵
守
﹂で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
燃
料
使
用
量

の
削
減
に
向
け
た
定
量
的
な

目
標
（
前
年
燃
費
の
１
％
改

善
）
を
設
定
︒
走
行
距
離
お

よ
び
燃
料
の
使
用
状
況
に
つ

い
て
正
確
に
把
握
し
た
上
で
︑

燃
費
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
継
続
的
に
進
め
て
き
た
︒

　

同
社
で
は
︑
車
両
台
数
が

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
︑
運
行
記
録
計

と
し
て
ア
ナ
ロ
グ
タ
コ
グ
ラ

フ
を
導
入
︒
チ
ャ
ー
ト
紙
に

よ
る
省
エ
ネ
運
転
管
理
を
実

ど
の
防
止
に
向
け
た
指
導
を

徹
底
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
地
元
北
海
道
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
実
施
さ
れ
る
省

エ
ネ
運
転
講
習
な
ど
に
︑
同

社
ド
ラ
イ
バ
ー
を
毎
年
派

遣
︒
講
習
受
講
を
通
じ
て
︑

省
燃
費
に
繋
が
る
運
転
技
術

な
ど
を
再
認
識
し
て
も
ら

い
︑
実
践
し
て
も
ら
う
こ
と

で
︑
日
々
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

に
繋
げ
て
い
る
︒

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
連
し

て
︑
同
社
で
は
安
全
運
転
へ

の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
︒
特
に
︑
急
ブ
レ
ー

キ
や
急
ハ
ン
ド
ル
と
い
っ
た

急
制
動
の
な
い
︑
ゆ
と
り
の

あ
る
走
行
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

推
奨
し
て
い
る
︒

　

同
社
が
拠
点
を
構
え
る
北

海
道
で
は
︑
冬
は
長
く
︑
厳

し
い
寒
さ
と
な
る
︒
同
社
で

は
10
月
に
な
る
と
冬
タ
イ
ヤ

に
履
き
替
え
︑
積
雪
や
路
面

凍
結
な
ど
に
備
え
て
い
る
︒

　

積
雪
路
面
や
凍
結
路
面
を

運
転
す
る
際
に
ド
ラ
イ
バ
ー

足
へ
の
対
応
﹂
と
﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
条
件
の
改
善
﹂

と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
︑
海

運
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
取
り

組
む
運
送
会
社
が
徐
々
に
増

加
し
つ
つ
あ
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑﹃
究
極
の
省

エ
ネ
は
無
人
航
送
の
推
進
で

あ
る
﹄
と
位
置
づ
け
︑
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
に
比
べ
て
環
境
負

が
急
発
進
や
急
減
速
︑
急
ハ

ン
ド
ル
な
ど
を
行
う
と
︑
タ

イ
ヤ
が
ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま

い
︑
重
大
な
事
故
に
繋
が
り

か
ね
な
い
︒
一
方
︑
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
の
観
点
か
ら
み
る
と
︑

急
発
進
や
急
減
速
な
ど
と
い

っ
た
急
制
動
は
燃
費
の
悪
化

を
招
い
て
し
ま
う
︒同
社
で
は
︑

﹁
安
全
運
転
は
省
エ
ネ
に
直

結
す
る
﹂
と
し
て
︑
安
全
運

転
を
励
行
す
る
こ
と
で
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
に
繋
げ
て
い
る
︒

同
社
で
は
安
全
教
育
の
徹
底

を
通
じ
て
︑
環
境
負
荷
軽
減

に
力
を
注
い
で
い
る
の
で
あ

る
︒

　

ち
な
み
に
︑
先
述
の
通
り

同
社
は
昭
和
43
年
に
発
足

し
︑
今
年
で
設
立
50
年
目
を

迎
え
た
が
︑
同
社
で
は
こ
の

50
年
間
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
第
一
当
事
者
と
な
る
死

亡
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い

な
い
と
い
う
︒

　

併
せ
て
︑﹁
荷
物
の
積
み

降
ろ
し
の
際
に
は
ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
心
が
け
る
﹂

﹁
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
は
早
め
に

行
う
﹂﹁
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

を
適
正
に
保
つ
﹂
な
ど
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
教
育
の
徹
底
を
図
っ

て
い
る
︒

荷
が
少
な
い
長
距
離
フ
ェ
リ

ー
に
よ
る
無
人
航
送
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
︒
環
境
保

全
と
い
う
観
点
か
ら
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
︑
当
地
北
海
道

で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
も
深

刻
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改

善
の
観
点
か
ら
み
て
も
長
距

離
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
無
人
航

送
は
こ
れ
か
ら
の
物
流
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
﹂（
三

上
社
長
）

　

５
年
ほ
ど
前
か
ら
は
︑
年

に
１
︑２
回
程
度
不
定
期
で
︑

苫
小
牧
港
か
ら
津
軽
海
峡
を

通
っ
て
敦
賀
港
（
福
井
県
）

ま
で
向
か
う
航
路
に
つ
い
て
︑

試
験
的
に
境
港
（
鳥
取
県
）

ま
で
延
長
し
て
試
験
輸
送
を

行
う
取
り
組
み
を
実
施
︒
今

年
は
５
月
か
ら
７
月
ま
で
月

に
１
回
試
験
輸
送
を
行
っ
て

い
る
︒

　

以
前
は
苫
小
牧
港
か
ら
広

島
港
ま
で
の
航
路
が
あ
っ
た

も
の
の
︑
現
在
は
な
く
な
っ

て
お
り
︑
北
海
道
か
ら
岡
山

県
や
広
島
県
と
い
っ
た
中
国

地
方
へ
の
輸
送
は
Ｊ
Ｒ
貨
物

の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
頼
っ
て
い

た
︒
し
か
し
︑
鉄
道
の
場
合

は
途
中
で
運
転
見
合
わ
せ
に

　

同
社
で
は
︑﹁
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
遵
守
﹂
や
﹁
無
人
航
送

の
推
進
﹂
と
い
っ
た
物
流
に

直
接
関
わ
る
部
分
で
の
環
境

な
る
こ
と
も
あ
り
︑
到
着
日

時
が
正
確
に
読
み
づ
ら
い
部

分
が
あ
っ
た
と
い
う
︒

　
﹁
荷
主
の
皆
様
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
︑
今
年
は
月
１

回
境
港
ま
で
の
試
験
輸
送
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
︒
定
期
的

に
輸
送
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
︑
同
航
路
を
経
由
す
る

荷
物
も
増
え
て
く
る
と
思
い

ま
す
︒﹃
環
境
に
も
ド
ラ
イ
バ

ー
に
も
優
し
い
﹄
と
い
う
無

人
航
送
の
利
点
を
荷
主
に
広

く
伝
え
て
い
き
︑
多
く
の
荷

主
に
無
人
航
送
に
対
す
る
理

解
が
浸
透
し
て
い
く
こ
と
で
︑

物
流
に
係
る
環
境
負
荷
の
軽

減
が
実
現
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

対
策
の
み
な
ら
ず
︑
事
務
所

や
倉
庫
等
に
お
け
る
省
エ
ネ

へ
の
取
り
組
み
も
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
︒

　

ま
ず
事
務
所
内
で
の
環
境

対
策
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
︑

25
年
11
月
に
事
務
所
の
照
明

を
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

に
交
換
（
大
型
40
灯
︑
小
型

５
灯
）
す
る
と
と
も
に
︑
昼

休
み
な
ど
室
内
に
社
員
が
不

在
と
な
る
時
間
帯
に
は
消
灯

を
徹
底
さ
せ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
事
務
所
で
出
る
紙

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
︑
裏
紙
を
積

極
的
に
使
用
し
て
コ
ピ
ー
用

紙
の
削
減
を
図
っ
て
い
る
ほ

か
︑
紙
ご
み
の
排
出
時
に
は

重
量
を
測
定
し
て
排
出
量
を

チ
ェ
ッ
ク
し
︑
紙
ご
み
の
排

出
量
を
削
減
す
る
よ
う
に
も

し
て
い
る
︒

　

一
方
︑
26
年
３
月
に
は
︑

同
社
構
内
の
屋
外
照
明
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ（
７
灯
）を
導
入
し
た
︒

構
内
の
屋
外
照
明
に
は
自
動

点
灯
・
消
灯
機
能
が
搭
載
さ

れ
て
お
り
︑
照
明
の
点
け
っ

ぱ
な
し
に
よ
る
電
力
の
ム
ダ

を
防
い
で
い
る
︒
ま
た
︑
一

部
の
倉
庫
内
照
明
に
も
Ｌ
Ｅ

Ｄ
（
５
灯
）
を
導
入
し
た
︒

そ
れ
ま
で
同
社
で
は
倉
庫
内

照
明
と
し
て
水
銀
灯
を
使
用

し
て
い
た
が
︑
水
銀
灯
は
構

造
上
一
度
消
灯
す
る
と
し
ば

ら
く
点
灯
で
き
な
い
た
め
︑

必
要
に
応
じ
て
小
ま
め
に
消

灯
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒

長
時
間
水
銀
灯
が
点
け
っ
ぱ

な
し
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
︑
結
果
的
に
電
力
消
費
量

が
増
え
て
し
ま
う
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
︒
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
よ
っ
て
︑
点
灯
す
る

必
要
の
な
い
時
に
は
小
ま
め

　

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
っ

て
環
境
負
荷
の
軽
減
に
取
り

組
ん
で
い
る
同
社
︒し
か
し
︑

長
年
に
わ
た
る
活
動
の
中

で
︑
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課

題
も
あ
る
と
い
う
︒

　

環
境
対
策
に
取
り
組
み
始

め
た
当
初
は
︑
同
社
社
員
に

と
っ
て
も
新
鮮
な
試
み
で
あ
っ

た
た
め
︑
目
標
を
上
回
る
よ

う
な
改
善
が
み
ら
れ
︑
環
境

活
動
に
よ
る
効
果
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
︒

し
か
し
︑
活
動
を
３
年
︑
５

年
と
継
続
し
て
い
く
に
つ
れ

て
改
善
幅
は
縮
小
し
て
い
っ

た
と
い
う
︒﹁
ア
イ
ド
リ
ン
グ

を
減
ら
す
﹂﹁
早
め
に
シ
フ
ト

ア
ッ
プ
す
る
﹂
な
ど
と
い
っ
た

ド
ラ
イ
バ
ー
の
努
力
を
積
み

重
ね
て
も
︑
積
荷
の
状
況
や

走
行
コ
ー
ス
な
ど
不
可
抗
力

の
部
分
に
よ
っ
て
燃
費
は
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
︒ま
た
︑

海
上
コ
ン
テ
ナ
の
輸
送
の
際
︑

風
の
強
い
日
に
は
コ
ン
テ
ナ

を
船
へ
と
積
み
込
む
ク
レ
ー

ン
が
使
え
ず
に
︑
コ
ン
テ
ナ

ヤ
ー
ド
へ
の
入
場
を
何
時
間

も
待
た
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

も
少
な
く
な
い
︒
そ
う
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
︑
同
社
に
お

に
消
灯
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
︑
電
力
消
費
量

の
削
減
に
繋
が
っ
て
い
る
︒

い
て
は
ド
ラ
イ
バ
ー
間
の
公

正
な
比
較
が
難
し
い
状
況
で

あ
る
と
い
う
︒

　

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に

向
け
︑
同
社
で
は
次
の
よ
う

な
新
た
な
施
策
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
︒

① 

デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
の
導

入

　

同
社
で
は
先
述
の
よ
う
に

ア
ナ
タ
コ
を
使
用
し
て
お
り
︑

燃
費
を
手
計
算
に
よ
り
算
出

し
︑
実
績
把
握
と
検
証
を
行

っ
て
き
た
︒
ア
ナ
タ
コ
を
デ

ジ
タ
コ
に
更
新
す
る
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
よ
り

即
効
性
の
あ
る
指
導
・
教
育

が
可
能
と
な
る
た
め
︑
今
後

順
次
デ
ジ
タ
コ
を
装
着
し
て

い
き
た
い
と
し
て
い
る
︒

②
新
車
へ
の
代
替

　

厳
し
い
使
用
環
境
に
お
い

て
老
朽
車
両
を
無
理
に
使
っ

て
い
く
こ
と
は
︑
環
境
面
の

み
な
ら
ず
故
障
な
ど
の
リ
ス

ク
を
伴
う
こ
と
と
な
る
︒
そ

の
た
め
︑
同
社
で
は
計
画
的

に
新
車
へ
の
代
替
を
進
め
て

い
る
︒

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た

通
り
︑
様
々
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
環
境
に
優
し
い
輸
送

　

同
社
に
お
け
る
環
境
活
動

を
み
る
と
︑
物
流
に
直
結
し

て
く
る
も
の
に
留
ま
ら
ず
︑

多
彩
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
︒

こ
こ
で
は
︑
同
社
に
お
け
る

様
々
な
環
境
活
動
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
く
︒

施
し
︑定
速
運
転
の
励
行
や
︑

燃
費
悪
化
に
繋
が
る
急
発
進

・
急
加
速
・
空
ぶ
か
し
・
ス

ピ
ー
ド
超
過
・
波
状
運
転
な

　

環
境
へ
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
︑
同
社
で
は
昭
和

48
年
以
来
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を

乗
船
さ
せ
ず
に
貨
物
を
積
載

し
た
ト
レ
ー
ラ
だ
け
を
船
に

乗
せ
て
輸
送
す
る
﹁
無
人
航

送
﹂
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
︒

　

苫
小
牧
港
は
国
際
拠
点
港

湾
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
︑
北
海
道
の
海
の
玄
関
と

し
て
︑
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
︑
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
︑
内
外
航
定
期
コ

ン
テ
ナ
船
な
ど
多
数
の
航
路

を
有
し
て
い
る
︒同
社
で
は
︑

苫
小
牧
港
か
ら
仙
台
港
（
宮

城
県
）や
大
洗
港（
茨
城
県
）︑

ま
た
名
古
屋
港
（
愛
知
県
）

を
結
ぶ
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
航

路
を
活
用
し
︑
古
く
か
ら
無

人
航
送
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
︒

　

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る

輸
送
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

比
べ
て
環
境
負
荷
が
少
な
い

た
め
︑
環
境
に
優
し
い
輸
送

形
態
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
︒
ま
た
︑
近
年
で
は

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不

「安全運転は省エネに直結」
 エコドライブ励行が環境負荷軽減に繋がる

　

公
共
の
財
産
で
あ
る
道
路
を
使
っ
て
事

業
を
営
む
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
、
環
境

保
全
へ
の
取
り
組
み
は
必
要
不
可
欠
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
で
は
、
環
境
保
全
の
重
要
性

を
認
識
し
、
継
続
的
に
環
境
対
策
を
行
っ

て
い
た
だ
く
契
機
と
す
る
た
め
に
、６
月
を

「
環
境
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
環
境

月
間
に
あ
た
っ
て
掲
載
す
る
「
環
境
特
集

２
０
１
８
」
で
は
、
平
成
19
年
の
グ
リ
ー

ン
経
営
認
証
取
得
以
来
、
長
年
に
わ
た
っ

て
継
続
的
に
環
境
活
動
を
実
施
し
て
い

る
、
岩
倉
海
陸
運
輸
㈱
（
北
海
道
苫
小

牧
市
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

燃
費
の
悪
化
を
招
く
急
制
動

安
全
運
転
を
励
行
し
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
繋
げ
る

事
務
所
や
倉
庫
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

紙
ご
み
の
削
減
視
野
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施

長
年
の
活
動
に
よ
り
改
善
幅
が
縮
小

新
た
な
施
策
を
取
り
入
れ
て
停
滞
を
防
ぐ

「
環
境
に
も
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
優
し
い
輸
送
」

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
無
人
航
送
を
推
進

同社では、トレーラによる海陸一貫輸送を中心に事業を展開している

同社所有のシャーシが長距離フェリーによる無人航送で運ばれてきた

無人航送によるオートバイやピアノなどの輸送も同社では実施している

の
実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て

い
る
同
社
︒
最
後
に
︑
三
上

社
長
に
同
社
に
お
け
る
今
後

の
環
境
活
動
の
方
向
性
に
つ

い
て
聞
い
た
︒

　
﹁
当
社
の
全
て
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
︑
日
頃
の
運
転
操
作
を

基
本
に
忠
実
に
行
っ
て
い
く

こ
と
で
︑
事
故
の
な
い
安
全

輸
送
が
実
現
し
ま
す
︒
そ
し

て
︑
日
々
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
励
行
が
︑
最
終
的
に
は
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
よ
る
環

境
負
荷
の
軽
減
に
繋
が
っ
て

く
る
の
で
す
︒﹃
安
全
運
転
は

省
エ
ネ
に
直
結
す
る
﹄
と
い

う
認
識
を
忘
れ
ず
に
︑
社
員

一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
高
め
︑

こ
れ
か
ら
も
環
境
に
優
し
い

輸
送
の
実
現
に
向
け
た
努
力

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
岩
倉
海
陸
運

輸
㈱　

三
上
慈
誉
代
表
取
締

役
社
長
︑
河
原
正
行
常
務
取

締
役
営
業
部
統
括
部
長
︑
丹

藤
敏
也
取
締
役
営
業
部
長

無
人
航
送
・
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど

多
角
的
視
点
か
ら
環
境
活
動
を
加
速

三上 慈誉
代表取締役社長

倉庫内照明㊧や構内屋外照明㊨にLEDを導入し、電力消費量を削減した

会社名 岩倉海陸運輸株式会社
代表者 代表取締役社長　三上 慈誉
本社所在地 北海道苫小牧市新明町 3-5-9
創業 昭和 43 年 6 月
資本金 8,000 万円
従業員数 70 人（うちドライバー７人）
車両台数 ８台

会社概要

全ト協　新・環境基本行動計画
～美しい地球環境を守るために、トラック運送業界は環境問題に真剣に取り組みます～

　今後のトラック輸送産業が、社会との共生を図りつつ、持続的発展を目指すためには、業界を挙げたさら
なる環境対策への取り組みが必要となってきます。
　全日本トラック協会では、業界の環境対策の指針となる「新・環境基本行動計画」を策定しています。トラ
ック運送事業者の皆様におかれましては、美しい地球環境を守るために、下図で示したように環境対策への
積極的な取り組みをお願いします。

図  トラック運送業界における地球環境対策メニューと基本指針
対策 基本方針

① エコドライブの普及促進
エコドライブの重要性を認識し、エコドライブの徹底およ
び燃料管理手法の確立により、全ての車両の燃費改善に努
めます。

② アイドリング・ストップの徹底 アイドリング・ストップの励行を徹底します。

③ 先進環境対応車の導入促進 車齢の高いディーゼル車を中心として、先進環境対応車へ
の代替えに努めます。

④ 輸送効率化の推進
一層の輸送効率向上を図るため、実車率および積載率の向
上に努めるとともに、共同輸配送、車両の大型化および情
報化などを積極的に推進します。

⑤ 騒音の低減 地域環境に配慮し、騒音の少ない運転を励行するなどによ
り騒音の低減に努めます。

⑥ 廃棄物の適正処理および
リサイクルの推進

使用済み車両資材および点検整備等で生じる廃棄物などの
適正処理やリサイクルに努めます。また、輸送用梱包資材
などの繰り返し利用（リユース）とリサイクル化の推進に
努めます。

⑦ 環境啓発活動の推進

「新・環境基本行動計画」の周知徹底を図るとともに、内
外へ向けてトラック運送業界における環境負荷低減に向け
た取り組みへの理解を求めます。また、各トラック運送事
業者は、環境を重視した企業理念の徹底を図ります。

⑧ 国等への協力要請
「新・環境基本行動計画」の推進と実効性を高めるため、
環境負荷低減に向けた政策提言や関係各機関への要望活動
を積極的に推進します。

⑨ カーボン・オフセットの活用 カーボン・オフセット制度を有効に活用します。

⑩ 関係行政機関および団体との協調 関係行政機関および団体による各種環境対策の枠組みに積
極的に参加し、国や関連団体との協調を図ります。

環境特集 2018
6月は環境月間
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全自動血圧計 診之助 Slim
TM2657P-JC（音声なし）
会員価格　100,440円
非会員価格　  154,440円

TM2657VP-JC
会員価格　102,600円
非会員価格　  156,600円

自動血圧計 健太郎
HBP-9020-JP
会員価格　129,600円
非会員価格　  183,600円

HBP-9021-JP
会員価格　194,400円
非会員価格　  248,400円

全自動血圧計
UDEX-i TypeⅡ
会員価格　135,000円
非会員価格　  189,000円

全自動血圧計
BP-900
会員価格　172,800円
非会員価格　  226,800円

TM2657P-JC HBP-9020-JP

全ト協による「業務用血圧計」導入促進助成制度 運転者の健康管理に
業務用血圧計の活用を！

http://www.nikka-net.or.jp
FAX.03-3355-2037

ご注文は日貨協連のホームページ
またはファクスにてお申し込みください。 全ト協の助成が受けられるのは、各都道府県トラック協会の会員事業者で中小企業事業者に限ります。

助成の申請等詳細については、所属する都道府県トラック協会へお問い合わせください。

〔価格はメーカー、機種により異なります〕

会員申し込み受付開始 /平成３０年６月２５日より

助成の対象となる業務用全自動血圧計は、
特定保守管理医療機器であり、
いわゆる家電量販店では販売されていません。

全ト協の業務用血圧計助成対象機器のご案内

お問い合わせは日貨協連総務部・事業部までTEL：03-3355-2031/2035　FAX.03-3355-2037

貨物自動車運送事業法の改正（平成２８年１２月１６
日公布）に伴い、事業者は必要な医学的知見に基
づく措置を講じなければならないとされています。
また脳血管疾患対策ガイドライン（平成３０年２月２３
日、国土交通省策定）では、事業者や運行管理者
が運転者の健康状態や疾病につながる生活習慣を
適切に把握し管理するとともに、脳健診を積極的に
受診させることにより、疾病の早期発見が重要にな
ると示されています。
※平成３０年７月１日より行政処分の強化が施行されます。

会員価格
非会員価格

円より
円より
100,440

154,440

※税込み・送料込み（一部離島を除く）
※各指定機種の補充用記録紙、専用机・
椅子は希望に応じ別途斡旋いたします。

第
一
次
緊
急
対
策
へ
の
取
り
組
み

全
ト
協

　

厚
生
労
働
省
が
２
０
１
６

年
に
初
め
て
公
表
し
た
﹁
過

労
死
等
防
止
対
策
白
書
﹂
に

よ
る
と
︑
脳
・
心
臓
疾
患
の

業
種
別
労
災
請
求
お
よ
び
支

給
決
定
件
数
は
︑﹁
運
輸
業

・
郵
便
業
﹂（
道
路
貨
物
運

送
業
）
が
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

な
っ
て
い
る
（
表
）︒
こ
う
し

た
事
態
を
重
く
受
け
止
め
︑

全
ト
協
の
﹁
労
働
安
全
・
衛

生
委
員
会
﹂（
委
員
長
：
奈

良
幹
男
全
ト
協
副
会
長
）
で

は
︑
過
労
死
等
の
根
絶
を
図

る
た
め
︑２
０
１
７
年
４
月
︑

関
係
行
政
機
関
の
協
力
の
も

と
︑
事
業
者
の
代
表
並
び
に

各
界
の
有
識
者
等
で
構
成
す

る
﹁
過
労
死
等
防
止
計
画
策

定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ

Ｇ
）﹂︹
座
長
：
酒
井 

一
博

・（
公
財
）
大
原
記
念
労
働

科
学
研
究
所
所
長
︺
を
設
置

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

等
の
過
労
死
問
題
の
究
明
に

着
手
し
た
︒

　

こ
の
Ｗ
Ｇ
で
は
︑
脳
・
心

臓
疾
患
の
請
求
︑
支
給
決
定

が
行
わ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
等
の
勤
務
状
況
等
を

把
握
・
追
跡
し
︑
過
労
死
等

に
至
っ
た
要
因
を
探
る
と
と

も
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
実
態
や
疲
労
感
な

ど
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
を
通
じ
︑
実
効
性
の

あ
る
過
労
死
防
止
対
策
を
計

画
的
か
つ
着
実
に
行
う
方
策

等
に
つ
い
て
検
討
し
︑
脳
・

心
臓
疾
患
に
よ
る
過
労
死
等

の
発
症
を
５
年
後
ま
で
に
20

％
削
減
す
る
こ
と
等
を
目
標

に
掲
げ
た
﹁
過
労
死
等
防
止

計
画
﹂
を
２
０
１
８
年
３
月

に
策
定
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
過
労
死
等
の

根
絶
を
図
る
た
め
２
０
１
７
年
４
月
︑﹁
過

労
死
等
防
止
計
画
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
（
Ｗ
Ｇ
）﹂
を
設
置
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
等
の
過
労
死
問
題
の
究
明
に
着
手
し

た
︒
Ｗ
Ｇ
で
は
︑
実
効
性
の
あ
る
過
労
死

防
止
対
策
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
行
う
方
策

等
に
つ
い
て
検
討
し
︑
２
０
１
８
年
３
月
に

﹁
脳
・
心
臓
疾
患
に
よ
る
過
労
死
等
の
発
症

を
５
年
後
ま
で
に
20
％
削
減
す
る
﹂
こ
と
等

を
目
標
に
掲
げ
た
﹁
過
労
死
等
防
止
計
画
﹂

を
策
定
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
こ
の
度
︑
関
係
者
一
丸
と
な

っ
て
同
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
項
目
の
着
実
な

実
行
に
向
け
て
︑
計
画
を
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
過
労
死
等
防
止
計
画
﹂（
写
真
左
上
）

を
作
成
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

に
掲
載
す
る
と
と
も
に
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

７
月
１
日
号
に
折
り
込
む
予
定
と
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
６
月
12
日
の
岩
手
県
で
の
開
催
を

皮
切
り
に
︑
全
国
の
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
単
位
で
﹁
過
労
死
等
防
止
・
健
康
起
因

事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
し
︑
過
労
死

等
防
止
計
画
の
周
知
と
併
せ
︑
健
康
管
理

の
徹
底
を
促
し
︑
過
労
死
等
防
止
並
び
に
健

康
起
因
事
故
防
止
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
（
別
掲
）︒

　

計
画
で
は
︑
目
標
達
成
の

た
め
に
︑﹁
時
間
外
労
働
（
残

業
）
時
間
を
段
階
的
に
削
減

す
る
﹂
と
し
た
対
策
１
を

は
じ
め
と
し
て
︑
全
８
項
目

を
策
定
（
別
表
）︒
ま
た
︑

過
労
死
等（
脳
・
心
臓
疾
患
）

の
削
減
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
第
一

次
緊
急
対
策
と
し
て
︑①﹁
健

康
管
理
﹂︑
②
﹁
就
労
措
置

と
運
行
管
理
﹂
を
行
う
こ
と

と
し
︑
そ
の
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
︑
乗
務
前
お
よ

び
乗
務
後
点
呼
で
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
血
圧
測
定
・
記
録
や

睡
眠
時
間
の
確
認
・
記
録
を

実
施
︒
そ
し
て
︑
改
善
指
導

等
を
行
う
な
ど
︑﹁
点
呼
に

お
け
る
健
康
管
理
の
推
進
﹂

を
掲
げ
た
︒

　

さ
ら
に
︑
同
計
画
の
実
行

性
を
担
保
す
る
た
め
に
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し

て
︑﹁
ハ
イ
リ
ス
ク
者
（
健
康

状
態
の
悪
い
ド
ラ
イ
バ
ー
や

働
き
過
ぎ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
）

の
発
見
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
﹂︑

﹁
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
対
象
と

し
た
疲
労
・
健
康
管
理
と
労

務
・
運
行
管
理
強
化
﹂
を
行

う
と
と
も
に
︑﹁
全
事
業
場

に
お
い
て
疲
労
・
健
康
管
理

と
労
務
・
運
行
管
理
の
充

「
働
き
方
改
革
」
も
背
景
に

　

政
府
は
︑﹁
自
動
車
運
送

事
業
の
働
き
方
改
革
に
関
す

る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
﹂
の

行
動
計
画
に
基
づ
き
︑
荷
役

時
間
や
宅
配
の
再
配
達
の
削

減
等
に
よ
る
﹁
労
働
生
産

性
の
向
上
﹂
等
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
労
働
環
境
の

改
善
に
向
け
て
︑
各
種
施

策
を
進
め
て
い
る
︒ま
た
︑

全
ト
協
で
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
働
き
方
改
革

実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
﹂
の
策
定
を
２

０
１
８
年
３
月
に
国
土
交

通
省
に
報
告
し
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改

革
を
業
界
一
丸
と
な
っ
て

着
実
に
実
施
し
て
い
く
と

実
﹂
を
行
う
こ
と
を
求
め
て

い
る
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
計
画
で
は
︑

ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
発
見
（
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
）
方
法
や
健
康

診
断
結
果
を
健
康
管
理
に
活

用
す
る
方
法
な
ど
を
掲
載
し

て
お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
よ
る
計
画
の
実
践
を

支
援
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
︒

　

な
お
︑
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
︑
次
号
﹃
広
報
と
ら

っ
く
﹄
７
月
１
日
号
に
も
折

り
込
み
︑
全
会
員
へ
配
布
す

る
予
定
と
し
て
い
る
︒

と
も
に
︑
国
や
自
治
体
︑
発

・
着
荷
主
等
関
係
者
に
も
幅

広
く
協
力
を
働
き
か
け
て
い

く
こ
と
と
し
た
︒

　

変
革
を
求
め
ら
れ
て
い
る

物
流
業
界
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
手
不
足
解

消
対
策
な
ど
に
繋
が
る
﹁
労

働
時
間
の
縮
減
﹂
や
﹁
残
業

時
間
の
抑
制
﹂︑﹁
健
康
管
理
﹂

等
を
中
心
と
し
た
過
労
死
防

止
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
等
関
係
者
一
丸

と
な
っ
て
本
計
画
に
掲
げ
ら

れ
た
項
目
を
着
実
に
実
行
し

て
い
く
ほ
か
︑
こ
の
取
り
組

み
の
実
効
性
を
期
す
た
め
︑

毎
年
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
︒

点
呼
時
の
血
圧
測
定
等
を
提
唱

表　2016 年度過労死等の労災請求件数
　　　　　　　　　　及び支給決定件数
脳・心臓疾患にかかる請求件数及び
　　　　　支給決定件数の多い業種（中分類の上位 5業種）

時 間 外 労 働

時間
見える化

めざせ

完全週休二日

絶好
調

12

6 3
9

血圧測
定

セルフケア
チェックノート

受  診  率
定期健康診断

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

インスタントラーメン 改
善

産業保健スタッフ
改
善

率先して取り組みます

宣言 過労死等
の防止

健
康
管
理
の
強
化・充
実

厚
生
労
働
省

全日本トラック協会

過
労
死
等の 情報 情報

国
土
交
通
省 健

康
起
因
事
故の

防 止 対 策

ト ラ ッ ク 運 送 業 界 の 点呼での健康管理徹底を

平成30年度「過労死等防止・
健康起因事故防止セミナー」開催日程

（６月13日現在）

都道府県 開催日 場　所
北海道 10月2日（火） 北海道トラック総合研修センター
青　森 31年2月に開催予定 青森県トラック協会研修センター
岩　手 6月12日（火）開催済み 岩手県トラック協会総合研修会館
宮　城 11月22日（木） 宮城県トラック研修センター
秋　田 11月27日（火） 秋田県トラック協会研修センター
山　形 9月18日（火） 山形県トラック総合会館
福　島 31年2月12日（火） 福島県トラック協会「県中研修センター」
茨　城 9月11日（火） 茨城県トラック総合会館
栃　木 10月12日（金） 栃木県トラック協会
群　馬 11月9日（金） 群馬県トラック総合会館
埼　玉 6月14日（木） 埼玉県トラック総合会館
千　葉 下期に開催予定 千葉県トラック総合会館
東　京 11月7日（水） 東京都トラック総合会館
神奈川 7月25日（水） 厚木商工会議所
山　梨 11月下旬に開催予定 山梨県自動車総合会館
新　潟 31年2月15日（金） 新潟県トラック総合会館
長　野 31年1月18日（金） 長野県トラック会館
富　山 8月24日（金） 富山県トラック会館
石　川 9月21日（金） 石川県トラック会館
福　井 10月4日（木） 福井県トラック総合研修会館
岐　阜 下期に開催予定 調整中
静　岡 9月28日（金） 静岡県トラック会館
愛　知 9月7日（金） 愛知県トラック会館
三　重 9月上旬に開催予定 三重県トラック会館
滋　賀 9月5日（水） 滋賀県トラック総合会館
京　都 31年1月に開催予定 未定
大　阪 9月3日（月） 大阪府トラック総合会館
兵　庫 9月6日（木） 兵庫県トラック総合会館
奈　良 11月29日（木） 奈良県トラック会館
和歌山 ９月か11月に開催予定 未定
鳥　取 9月11日（火） 鳥取県トラック協会
島　根 11月20日（火） 出雲市「ビッグハート出雲」
岡　山 10月10日（水） 岡山県トラック総合研修会館
山　口 31年2月14日（木） 山口県トラック協会研修会館
徳　島 31年1月24日（木） 徳島県トラック会館
香　川 8月24日（金） 香川労働基準会館
愛　媛 9月10日（月） 愛媛県トラック総合サービスセンター
高　知 9月20日（木） 高知市「サンピアセリーズ」
福　岡 10月16日（火） リファレンス駅東ビル
佐　賀 11月22日（木） 佐賀県トラック協会
長　崎 8月2日（木） 長崎県トラック協会研修会館
熊　本 9月7日（金） 熊本県トラック協会研修センター（予定）
大　分 11月に開催予定 大分県トラック会館
宮　崎 10月19日（金） 宮崎県トラック協会総合研修会館
鹿児島 11月に開催予定 鹿児島県トラック研修センター
沖　縄 8月29日（水） 九州沖縄トラック研修会館

※詳細については、各都道府県トラック協会へお問い合わせください。

◇
過
労
死
等
防
止
・
健
康
起
因
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
で
開
催
◇

過労死等防止計画の概要
1対策８項目
対策  １

　時間外労働（残業）時間を段階的に削減する
対策  2

　所定の休日を配置し、計画的に運用する
対策  3

　睡眠時間の確保と規則的な運行
対策  4

　点呼におけるドライバーの疲労・健康管理の強化
対策  5

　定期健康診断（法定）の完全実施とフォローアップ
対策  6
「死の三重奏、四重奏」を持つハイリスクドライバー
への保健指導及び生活習慣の改善支援
対策  7
労務・運行管理や疲労・健康管理の継続的な取り
組みの仕組みづくり
対策  8
過労死等と健康起因事故の両面から防止対策を推進
する

2緊急対策（第一次）の取り組み手順
A取り組みの骨子
B緊急対策１／健康管理
　緊急対策２／就労措置と運行管理
C具体的な取り組み
　／点呼における健康管理の推進

― 過労死等発症を５年後までに２割削減へ ―
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の「
過
労
死
等
防
止
計
画
」を
策
定
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石
見
サ
ー
ビ
ス
㈱
（
川
口

浩
樹
代
表
取
締
役
）
は
︑
化

学
製
品
な
ど
の
輸
送
の
ほ

か
︑
倉
庫
事
業
や
工
場
内
委

託
事
業
な
ど
も
手
が
け
て
い

る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

平
成
24
年
10
月
︑
川
口
社

長
は
先
代
社
長
か
ら
代
表
取

締
役
を
引
き
継
い
だ
︒
同
社

で
は
そ
れ
以
前
よ
り
﹁
安
全

第
一
﹂
を
柱
に
事
業
を
展
開

し
て
き
て
い
た
が
︑
当
時
は

対
面
点
呼
の
実
施
が
徹
底
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
な
ど
︑
安

全
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み

が
社
内
に
根
付
い
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
︒

　

そ
う
し
た
中
で
︑
翌
25
年

に
は
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

第
一
当
事
者
と
な
る
交
通
事

故
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
︒
夜
間
に
︑
当
該
ド
ラ
イ

バ
ー
の
運
転
す
る
ト
ラ
ッ
ク

が
人
を
は
ね
た
︒
事
故
発
生

当
時
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
人

を
は
ね
て
し
ま
っ
た
と
い
う

意
識
が
な
く
︑
ま
た
被
害
者

は
ト
ラ
ッ
ク
に
接
触
し
た
衝

撃
で
道
路
脇
の
路
肩
に
転
落

し
て
し
ま
っ
た
た
め
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
は
事
故
に
気
付
か
な

い
ま
ま
そ
の
場
を
走
り
去
っ

て
し
ま
っ
た
︒
こ
の
救
護
義

務
違
反
（
ひ
き
逃
げ
事
故
）

に
よ
り
︑
同
社
で
は
Ｇ
マ
ー

ク
を
自
主
返
納
し
た
ほ
か
︑

運
輸
局
に
よ
る
行
政
処
分
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

川
口
社
長
は
代
表
取
締
役

を
引
き
継
い
だ
際
に
︑
安
全

へ
の
取
り
組
み
が
不
十
分
だ

っ
た
社
内
の
現
状
に
対
し
て

﹁
私
な
り
に
会
社
を
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

と
感
じ
︑
事
故
防
止
に
力
を

入
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
た
︒
そ
し
て
︑

こ
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
﹁
こ

の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
﹂
と

痛
感
し
た
川
口
社
長
は
︑
具

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止

へ
の
意
識
を
高
い
レ
ベ
ル
で
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
︑
小

集
団
活
動
等
に
よ
る
自
発
的

な
︑
そ
し
て
継
続
的
な
取
り

組
み
が
欠
か
せ
な
い
︒

　

同
社
で
は
現
在
ド
ラ
イ
バ

ー
が
20
人
ほ
ど
在
籍
し
て
い

る
が
︑
概
ね
10
人
ず
つ
２
つ

の
係
に
分
け
て
︑
各
係
で
そ

れ
ぞ
れ
係
長
を
定
め
︑
隔
週

で
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

は
係
長
と
係
に
所
属
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
︑
そ
し
て
管
理
職

の
課
長
が
出
席
︒
直
近
に
あ

っ
た
出
来
事
を
グ
ル
ー
プ
全

員
で
共
有
す
る
場
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
︑
意
見
交
換
を
通

じ
て
事
故
防
止
に
向
け
た
提

案
な
ど
も
行
う
︒
例
え
ば
︑

ト
ラ
ッ
ク
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
が
行
き
交
う
同
社
構
内
を

﹁
危
な
い
﹂
と
感
じ
た
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
の
提
案
を
受
け

て
︑
歩
行
者
優
先
の
横
断
歩

道
を
設
置
し
て
構
内
で
の
事

故
防
止
を
図
る
よ
う
に
す
る

な
ど
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の

提
案
に
よ
る
改
善
事
例
も
数

多
く
生
ま
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
毎
月
第
１
土
曜
日

体
的
な
安
全
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
意

し
た
︒

　
﹁
事
故
発
生
前
ま
で
は
︑

当
社
で
は
安
全
輸
送
へ
の
取

り
組
み
が
形
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
︒
事
故
に
よ
っ
て
当
社
は

　

こ
の
事
故
を
受
け
て
︑
同

社
で
は
26
年
初
頭
に
（
独
）

自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
か
ら
講
師
を
招

き
︑
事
故
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
の
重
要
性
を
語
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
︑
そ
の
講

話
を
踏
ま
え
て
︑
今
回
の
事

故
を
基
に
会
社
が
ど
う
立
ち

直
っ
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い

て
︑
社
員
が
話
し
合
っ
た
︒

そ
の
結
果
︑
ま
ず
﹁
対
面
点

に
は
全
ド
ラ
イ
バ
ー
が
出
席

し
て
の
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
︒
同
社
の
安
全
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
︑
月
ご
と
に

定
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
応
じ

た
安
全
教
育
を
︑
運
輸
部
長

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
毎
年
６
月
に
は

﹁
物
流
会
議
﹂を
開
催
す
る
︒

荷
主
企
業
や
同
社
関
連
の
運

送
会
社
の
関
係
者
に
も
同
席

し
て
も
ら
っ
た
上
で
︑﹁
安
全

運
行
﹂
を
テ
ー
マ
に
同
社
の

取
り
組
み
な
ど
を
発
表
す
る

と
と
も
に
︑
荷
主
企
業
な
ど

か
ら
の
意
見
を
述
べ
て
も
ら

う
︒
荷
主
企
業
な
ど
か
ら
の

声
に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と

で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め

同
社
の
社
員
全
員
に
﹁
事
故

を
決
し
て
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
﹂
と
再
認
識
さ
せ
る
き

っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑
様
々
な
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
き
っ
か
け

に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
発
的

に
事
故
防
止
に
つ
い
て
考
え

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識

が
徐
々
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
こ
と
で
︑
会
社
全
体
で
事

故
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組

も
う
と
い
う
雰
囲
気
が
醸
成

社
会
的
制
裁
を
受
け
︑
社
員

全
員
が
辛
い
思
い
を
し
ま
し

た
︒
し
か
し
︑﹃
こ
の
経
験
を

決
し
て
無
駄
に
し
て
は
い
け

な
い
﹄
と
︑
決
意
も
新
た
に

改
善
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
﹂

（
川
口
社
長
）

呼
の
徹
底
﹂
に
取
り
組
む
こ

と
を
決
め
た
︒

　

同
社
で
は
︑
日
中
の
ほ
か

に
夜
間
に
も
運
行
管
理
者
を

常
駐
さ
せ
︑
24
時
間
対
面
点

呼
が
で
き
る
状
態
へ
と
改
善

を
行
っ
た
︒
対
面
点
呼
を
徹

底
さ
せ
た
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
体
調
や
心
理
状
況
が

よ
り
正
確
に
分
か
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
対

さ
れ
ま
し
た
﹂（
同
）

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
の
高

ま
り
と
と
も
に
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
参
加
型
の
取
り
組
み
も
増

え
て
き
た
︒
地
元
の
兵
庫
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施
し
て

い
る
無
事
故
・
無
違
反
運
動

﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
﹂
へ
の

参
加
を
皮
切
り
に
︑
28
年
か

ら
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
免
許

を
所
有
し
て
い
る
全
作
業
員

を
対
象
と
し
た
社
内
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
技
能
向
上
大
会
の

実
施
に
踏
み
切
っ
た
︒
同
大

会
の
様
子
は
地
元
紙
で
紹
介

さ
れ
︑
社
員
に
と
っ
て
は
大

き
な
励
み
に
な
っ
て
い
る
︒

　

そ
し
て
︑
同
社
で
は
３
か

月
間
無
事
故
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
無
事
故
手
当
を
支
給
し
て

い
る
︒
特
徴
的
な
の
は
︑
手

当
を
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
で
は

な
く
そ
の
家
族
に
対
し
て
贈

応
を
取
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
︒

　

ま
た
︑
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
の
活
用
に
も
力
を
注
い
だ
︒

　

同
社
で
は
24
年
６
月
に
ド

ラ
レ
コ
を
導
入
し
た
︒
そ
の

年
の
８
月
に
︑
同
社
の
ト
ラ

ッ
ク
が
国
道
２
号
姫
路
バ
イ

パ
ス
で
事
故
に
遭
っ
た
︒
し

か
し
︑
ド
ラ
レ
コ
の
映
像
が

証
拠
と
な
り
︑
同
社
の
過
失

の
割
合
が
下
が
っ
た
と
い
う
︒

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
﹁
ド
ラ
レ
コ

は
い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
た

ち
を
守
っ
て
く
れ
る
も
の
だ
﹂

と
強
く
認
識
︒
現
在
で
は
︑

社
内
で
ド
ラ
レ
コ
画
像
に
よ

る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
の
共

有
を
進
め
て
い
る
︒

　

な
お
︑
今
年
５
月
に
は
新

型
の
ク
ラ
ウ
ド
型
運
行
管
理

シ
ス
テ
ム
に
刷
新
︒
ド
ラ
レ

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
︒
例

え
ば
︑
あ
る
時
に
は
コ
メ
を

贈
っ
た
り
︑ま
た
あ
る
時
に
は

﹁
無
事
故
達
成
あ
り
が
と

う
﹂
と
焼
印
を
入
れ
た
バ
ウ

ム
ク
ー
ヘ
ン
を
贈
る
な
ど
︑

家
族
一
緒
に
味
わ
え
る
よ
う

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
で
は
今

年
４
月
︑
経
済
産
業
省
﹁
健

康
経
営
優
良
法
人
﹂
の
認
定

を
取
得
し
た
︒

　

近
年
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
乗

務
中
に
お
け
る
健
康
起
因
事

故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
︒
同

社
で
も
昨
年
１
月
︑
健
康
起

因
事
故
に
な
り
か
ね
な
い
事

象
が
発
生
し
て
い
る
︒
乗
務

中
の
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

運
転
す
る
ト
ラ
ッ
ク
が
山
陽

自
動
車
道
を
走
行
し
て
い
た

際
に
︑体
調
不
良
を
感
じ
た
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
は
近
く
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
に
ト
ラ
ッ
ク
を

停
車
さ
せ
た
上
で
︑
会
社
に

連
絡
︒
そ
の
後
意
識
を
失
っ

て
車
内
で
倒
れ
て
い
た
と
こ

ろ
を
︑
同
社
か
ら
通
報
を
受

け
た
救
急
隊
員
に
発
見
さ

れ
︑
病
院
に
運
ば
れ
た
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
は
脳
梗
塞
と
診
断

さ
れ
︑
幸
い
に
も
一
命
は
取

り
留
め
た
も
の
の
後
遺
症
が

残
っ
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
﹂

認
定
取
得
以
前
か
ら
︑
同
社

で
は
年
に
２
回
︑
全
て
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
健
康
診

断
を
受
診
さ
せ
て
い
た
が
︑

先
述
の
事
象
を
機
に
︑
同
社

で
は
点
呼
場
に
血
圧
計
を
設

置
し
︑
点
呼
時
に
ド
ラ
イ
バ

ー
の
血
圧
を
測
定
し
て
か
ら

出
発
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

る
︒
運
行
管
理
者
は
各
ド
ラ

イ
バ
ー
の
血
圧
測
定
デ
ー
タ

を
収
集
し
て
お
り
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
健
康
指
導
に
役
立

て
て
い
る
︒

　
﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
の

認
定
を
受
け
た
こ
と
で
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
へ
の
意
識

も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
︒

健
康
と
安
全
を
切
り
離
し
て

考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
︒

こ
れ
か
ら
も
︑
安
全
輸
送
の

コ
で
撮
影
さ
れ
た
動
画
が
事

務
所
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
で
は
ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
情
報
な
ど
を
蓄
積
し
︑
フ

ァ
イ
ル
に
綴
じ
込
ん
で
誰
も

が
す
ぐ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
︒

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
荷

主
で
あ
る
化
学
工
場
の
敷
地

内
を
運
転
す
る
こ
と
も
多
い

こ
と
か
ら
︑
化
学
工
場
で
は

構
内
で
の
事
故
や
荷
役
作
業

中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
︑

工
場
ご
と
に
多
く
の
﹁
ロ
ー

カ
ル
ル
ー
ル
﹂
が
存
在
す
る

と
い
う
︒
例
え
ば
︑
化
学
工

場
で
製
造
さ
れ
た
接
着
剤
や

そ
の
原
料
な
ど
を
輸
送
す
る

際
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
危
険

　
﹁
心
身
と
も
に
健
康
な
状

態
で
当
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

安
全
運
転
を
続
け
て
い
ら
れ

る
の
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
家

族
の
お
か
げ
で
も
あ
り
ま
す
﹂

（
同
）
と
︑
同
社
で
は
家
族

を
巻
き
込
ん
だ
形
で
の
輸
送

の
安
全
性
向
上
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
︒

物
を
示
す
標
識
を
掲
出
す
る

必
要
が
あ
る
︒
こ
う
し
た
危

険
物
を
扱
う
際
に
は
︑
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
で
の
荷
役
作
業

で
も
十
分
な
注
意
が
必
要
と

な
る
︒
ま
た
︑
機
密
管
理
を

図
る
と
い
う
観
点
か
ら
︑
ト

ラ
ッ
ク
が
構
内
に
入
る
際
に

は
ド
ラ
レ
コ
の
カ
メ
ラ
に
カ

バ
ー
を
か
ぶ
せ
︑
敷
地
内
が

映
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
工
場
も

少
な
く
な
い
︒

　

輸
送
時
の
危
険
な
箇
所
や

荷
主
先
で
の
注
意
事
項
な
ど

を
フ
ァ
イ
ル
化
し
て
︑
輸
送

経
験
の
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が

事
前
に
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
︑
輸
送
時
や

工
場
構
内
で
の
事
故
防
止
に

繋
が
っ
て
い
る
︒

実
現
に
向
け
て
︑
社
員
の
健

康
づ
く
り
を
真
摯
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
﹂（
同
）

　

最
後
に
︑
安
全
輸
送
の
実

現
に
向
け
て
の
決
意
に
つ
い

て
︑
川
口
社
長
に
聞
い
た
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑﹃
傷
負
う
こ

と
な
く
︑
傷
負
わ
せ
る
こ
と

の
な
い
安
全
な
輸
送
﹄
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
︒
当

社
社
員
が
被
害
者
と
し
て
負

傷
し
た
り
︑
自
社
の
設
備
や

車
両
を
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
︑
当
社
社
員
が
加
害
者
と

な
っ
て
傷
を
負
わ
せ
た
り
︑

他
社
の
設
備
や
車
両
を
傷
つ

け
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
︑
こ
れ
か
ら
も
様
々
な

取
り
組
み
を
通
じ
て
全
社
員

の
安
全
意
識
を
向
上
さ
せ
て

い
き
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
石
見
サ
ー
ビ
ス

㈱　

川
口
浩
樹
代
表
取
締
役

24
時
間
対
面
点
呼
が
可
能
な
体
制
に
改
善

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て
共
有
化

川口　浩樹
代表取締役

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策

の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
事
故
発
生
を
き
っ
か
け
に
安
全
へ
の

取
り
組
み
を
強
化
さ
せ
る
と
と
も
に
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
健
康
づ
く
り
に
も
力
を
注
ぐ
︑
兵
庫
県
丹
波

市
の
石
見
サ
ー
ビ
ス
㈱
を
紹
介
し
ま
す
︒

石
見
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
兵
庫
県
丹
波
市
）

第
15
回

同
社
社
員
が
第
一
当
と
な
る
事
故
が
発
生

「
こ
の
経
験
を
無
駄
に
し
な
い
」
安
全
対
策
徹
底
へ

「傷負うことなく、傷負わせることのない安全な輸送」の実現へ
事故を機に安全対策を強化　多彩な取り組み通じ安全意識を向上

自
発
的
な
活
動
を
促
す
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

社
内
大
会
出
場
を
通
じ
安
全
へ
の
技
術
を
磨
く

「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
認
定
を
取
得

安
全
輸
送
実
現
の
切
り
札
と
な
る
健
康
管
理

企業プロフィール
■ 社　　　名 石見サービス㈱
■ 本社所在地 兵庫県丹波市柏原町挙田136
■ 代　表　者 代表取締役　川口　浩樹 
■ 設　　　立 昭和57年10月
■ 資　本　金 1,500万円
■ 社　員　数 70人（うちドライバー25人）
■ 車　両　数 27台

荷主企業や関連の運送会社なども同席して年１回開催される「物流会議」

28
年
か
ら
は
社
内
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

技
能
向
上
大
会
を
実
施
し
て
い
る

日
中
の
ほ
か
、夜
間
に
も
運
行
管
理
者

を
常
駐
さ
せ
、24
時
間
体
制
で
対
面
点

呼
を
行
う

工
場
ご
と
の
「
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
」
を

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
、注
意
事
項
を
確
認

で
き
る
よ
う
に
し
た
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︻
解
説
︼
企
業
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）
問
題
に
関
し

て
は
︑
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
第
11

条
に
よ
っ
て
︑
事
業
主
に
対
し
雇
用
管

理
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
︑
そ
の
具
体
的

な
内
容
は
︑﹁
事
業
主
が
職
場
に
お
け

る
性
的
な
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に

関
し
て
雇
用
管
理
上
講
ず
べ
き
措
置
に

つ
い
て
の
指
針
﹂（
平
成
18
年
厚
生
労

Ａ�

事
実
関
係
の
迅
速
か
つ
正

確
な
確
認
と
適
正
な
事
後

措
置
が
大
切

　
先
日
、
女
性
記
者
の
セ
ク
ハ
ラ
被

害
を
巡
り
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
マ
ス

コ
ミ
を
賑
わ
し
ま
し
た
が
、
な
か
で

も
、
相
談
を
受
け
た
上
司
の
対
応
の

問
題
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
セ
ク
ハ
ラ
相
談
を
受
け
る
際
の
留

意
点
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

 第162回 

職場のセクハラ相談を
受ける際の留意点は

働
省
告
示
第
６
１
５
号
）
で
示
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
︒
そ
れ
に
よ
る
と
︑

①
会
社
の
セ
ク
ハ
ラ
方
針
の
明
確
化

と
そ
の
周
知
・
啓
発
︑②
適
切
な
相
談

（
苦
情
を
含
む
）
体
制
の
整
備
︑
③

事
後
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
︱
︱

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
︑
そ

の
う
ち
相
談
に
関
す
る
留
意
事
項
に

絞
っ
て
ご
説
明
す
る
こ
と
に
し
ま
す
︒

　

セ
ク
ハ
ラ
相
談
で
は
︑
第
一
に
事
実

関
係
の
迅
速
か
つ
正
確
な
確
認
が
基

本
で
す
︒
ま
ず
︑
相
談
者
と
行
為
者

の
双
方
か
ら
事
実
関
係
を
確
認
し
ま

す
︒
そ
し
て
︑
相
談
者
と
行
為
者
と

の
間
で
事
実
関
係
に
関
す
る
主
張
に

不
一
致
が
あ
り
︑
事
実
の
確
認
が
十

分
に
で
き
な
い
場
合
に
は
︑
第
三
者

か
ら
も
事
実
関
係
を
聴
取
す
る
等
の

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

事
実
確
認
は
︑
被
害
の
継
続
︑
拡
大

を
防
ぐ
た
め
︑
相
談
が
あ
っ
た
ら
迅

速
に
開
始
し
︑
事
実
確
認
に
あ
た
っ
て

は
︑
当
事
者
の
言
い
分
︑
希
望
を
十

分
に
聴
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

な
お
︑
事
案
が
生
じ
て
か
ら
︑
誰

が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
検
討

す
る
の
で
は
対
応
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
︑
事
前
に
︑

問
題
が
生
じ
た
場
合
の
担
当
部
署
や

対
応
の
手
順
等
を
あ
ら
か
じ
め
定
め

て
お
く
な
ど
︑
体
制
を
整
え
て
こ
と

も
大
切
で
す
︒
ま
た
︑
セ
ク
ハ
ラ
が

現
実
に
生
じ
て
い
る
場
合
だ
け
で
な

く
︑
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
や
︑

セ
ク
ハ
ラ
に
該
当
す
る
か
否
か
微
妙

な
場
合
で
あ
っ
て
も
︑
広
く
相
談
に
応

じ
︑
適
切
な
対
策
を
と
る
こ
と
も
必

要
で
し
ょ
う
︒
さ
ら
に
︑
行
為
者
が

外
部
の
人
間
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で

事
実
確
認
が
困
難
な
場
合
に
は
︑
均

等
法
第
18
条
に
基
づ
く
行
政
機
関
の

調
停
を
申
請
す
る
こ
と
な
ど
も
一
つ
の

方
法
で
す
︒

　

次
に
︑
事
実
確
認
が
済
ん
だ
後
は
︑

行
為
者
と
被
害
者
に
対
す
る
適
正
な

措
置
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
就

業
規
則
︑
そ
の
他
の
職
場
に
お
け
る

服
務
規
律
な
ど
の
セ
ク
ハ
ラ
規
定
等

に
基
づ
き
︑
行
為
者
に
対
し
て
必
要

な
懲
戒
︑
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
ま

す
︒
併
せ
て
事
案
の
内
容
や
状
況
に

応
じ
︑
被
害
者
と
行
為
者
の
間
の
関

係
改
善
に
向
け
て
の
援
助
︑
被
害
者

と
行
為
者
を
引
き
離
す
た
め
の
配
置

転
換
︑
行
為
者
の
謝
罪
︑
被
害
者
の

労
働
条
件
上
の
不
利
益
の
回
復
等
の

措
置
を
講
じ
ま
す
︒

　

以
上
︑
相
談
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

の
基
本
的
事
項
の
み
を
簡
単
に
ご
紹

介
し
ま
し
た
︒
た
だ
︑
セ
ク
ハ
ラ
問

題
で
は
︑
そ
の
事
実
が
確
認
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
問
題
を
軽
く
考

え
︑
あ
る
い
は
会
社
の
体
裁
を
考
え

て
秘
密
裏
に
処
理
し
よ
う
と
し
た
り
︑

個
人
間
の
問
題
と
し
て
当
事
者
の
解

決
に
委
ね
て
放
置
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
往
々
に
し
て
み
ら
れ
ま
す
︒
こ
の

よ
う
な
対
応
は
︑
問
題
を
こ
じ
ら
せ
︑

解
決
を
困
難
に
す
る
ば
か
り
で
あ
り
︑

真
の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
︑
相
談

の
段
階
か
ら
︑
会
社
側
が
真
摯
に
取

り
組
む
と
同
時
に
︑
行
為
者
を
制
裁

す
る
に
あ
た
っ
て
は
︑
公
正
な
ル
ー
ル

に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
大
切
で
し
ょ

う
︒

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマ ［第22回］

「ママ、一番うしろの人はもしかしたら…」「気象予報士さん…！」

132「
風
薫
る
季
節
の
味
」 

ピ
ン
ク
の
絨じ

ゅ
う
た
ん毯

、桜
海
老

　

海
老
は
縁
起
が
い
い
食
材

だ
が
︑
な
か
で
も
桜
海
老
は

可
憐
な
美
し
さ
が
魅
力
︒
桜

色
の
殻
を
羅

う
す
も
のの
よ
う
に
ま
と

っ
て
い
る
か
ら
だ
︒

　

正
確
に
い
う
と
︑
ク
ル
マ

エ
ビ
属
サ
ク
ラ
エ
ビ
科
に
属

す
る
一
年
生
甲
殻
類
で
︑
小

指
よ
り
二
回
り
小
さ
い
︒
腰

を
く
ね
ら
せ
た
姿
が
す
ら
り

と
し
て
い
る
か
ら
︑
特
産
地

の
静
岡
で
は
﹁
駿
河
の
海
の

バ
レ
リ
ー
ナ
﹂と
た
た
え
る
︒

　

桜
海
老
は
富
士
川
な
ど
の

河
口
近
く
の
深
海
で
暮
ら
し

て
い
て
︑
闇
が
下
り
て
く
る

と
警
戒
心
を
か
な
ぐ
り
捨
て

て
活
動
開
始
︒
長
い
髭
を
揺

ら
し
て
群
舞
し
な
が
ら
︑
深

さ
20
～
30
㍍
ほ
ど
ま
で
浮
遊

し
て
く
る
︒
川
か
ら
の
栄
養

分
で
︑
餌
に
な
る
プ
ラ
ン
ク

者
た
ち
は
︑
宝
石
を
鑑
定
す

る
よ
う
な
目
付
き
で
桜
海
老

を
選
ぶ
︒

　

桜
海
老
は
殻
ご
と
食
べ
る

か
ら
︑
た
ん
ぱ
く
質
︑
カ
ル

シ
ウ
ム
が
た
っ
ぷ
り
︒
お
す

す
め
の
味
は
︑
由
比
伝
統
の

素
干
し
︒
生
を
そ
の
ま
ま
天

日
で
干
し
た
も
の
で
︑
晴
天

が
多
い
静
岡
県
の
海
岸
部
な

ら
で
は
の
伝
統
乾
物
だ
︒

が
り
︒
生
の
桜
海
老
を
豆
腐
︑

ね
ぎ
と
割
下
で
煮
た
鍋
仕
立

て
だ
︒
か
き
揚
げ
は
生
も
い

い
が
︑
素
干
し
を
さ
っ
と
戻

し
て
か
ら
揚
げ
る
と
風
味
が

格
別
︒
炊
き
込
み
ご
飯
は
︑

も
ち
米
を
混
ぜ
る
と
海
老
が

な
じ
み
や
す
い
︒
ど
う
料
理

し
て
も
︑
駿
河
湾
の
幸
は
美

し
く
も
ま
た
麗
し
い
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

ト
ン
が
た
く
さ
ん
繁
殖
し
て

い
る
か
ら
だ
︒

　

こ
の
時
季
︑
静
岡
県
の
由

比
で
は
桜
海
老
漁
が
真
っ
盛

り
︒
漁
船
が
帰
港
す
る
の
は

深
夜
で
︑競
り
は
早
朝
か
ら
︒

ト
ロ
箱
が
所
狭
し
と
積
み
上

げ
ら
れ
︑
港
は
一
気
に
活
気

づ
く
︒
透
明
感
が
あ
っ
て
︑

殻
に
粘
り
が
な
い
桜
海
老
が

上
等
品
で
︑
地
元
の
加
工
業

　

干
し
場
は
富
士
川
の
河
川

敷
︒
黒
い
ネ
ッ
ト
が
一
面
に

敷
か
れ
︑
加
工
業
者
の
ス
タ

ッ
フ
が
穴
の
開
い
た
ト
レ
イ

に
詰
め
た
桜
海
老
を
︑
ぱ
ら

ぱ
ら
と
薄
く
満
遍
な
く
撒
い

て
い
く
︒
や
が
て
足
元
は
桜

色
の
絨
毯
と
な
り
︑
見
上
げ

れ
ば
青
空
に
富
士
山
が
く
っ

き
り
︒

　

地
元
料
理
な
ら
ま
ず
沖
あ

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜積載編〜
	 【解 答】２面に問題
❶	○（施行令第22条第3号イ、法第57
条第3項）積載物の長さは、自動車の
長さにその長さの10分の1の長さを加
えたもの。	
❷	×（施行令第22条第4号ロ）積載物
は、自動車の車体の左右からはみ出さ
ないこと。
❸	×（施行令第22条第3号ハ）貨物自
動車に積載できる貨物の高さは、3.8
メートルからその自動車の積載をする
場所の高さを減じたものでなければな
らない。
❹	○（法第57条第3項）貨物が分割で

きず積載重量等を超えることとなる場
合において、出発地警察署長が当該車
両の構造又は道路もしくは交通の状況
により支障がないと認めて積載重量等
を限って許可をしたときは、制限を超え
る積載をして車両を運転することがで
きる。
❺	○（法第75条の10）高速自動車国
道等において自動車を運転しようとす
るときは、積載している物を転落させ、
若しくは飛散させることを防止するた
めの措置を講じなければならない。

　

荷
主
等
の
関
係
者
の
協
力

を
得
つ
つ
︑
女
性
や
高
齢
者

①
「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
の
実
現

②
荷
待
ち
時
間
の
削
減
に
向
け
た
荷
主
へ
の
働
き
か
け

を
含
む
多
様
な
人
材
が
現
場

労
働
者
と
し
て
活
躍
で
き
る

﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
の
実
現

に
向
け
て
︑
国
民
運
動
を
展

開
︒
同
運
動
を
通
じ
て
︑
物

流
の
生
産
性
向
上
と
︑
現
場

労
働
者
の
労
働
環
境
・
労
働

条
件
の
改
善
を
一
体
的
に
推

進
し
て
い
く
（
関
連
３
面
）︒

　

政
府
は
５
月
30
日
︑﹁
自
動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改

革
の
実
現
に
向
け
た
政
府
行
動
計
画
〜
﹃
運
び
方
改
革
﹄

と
安
全
・
安
心
・
安
定
（
３
Ａ
）
の
職
業
運
転
者
の
実
現

〜
﹂
を
ま
と
め
た
（
本
紙
６
月
１
日
号
に
て
既
報
）︒

　

同
計
画
は
︑
自
動
車
運
送
事
業
に
お
け
る
﹁
働
き
方
改

革
﹂
を
推
進
す
る
た
め
︑
工
程
表
に
基
づ
き
︑
自
動
車
運

送
事
業
者
が
長
時
間
労
働
の
是
正
に
取
り
組
み
や
す
い
環

境
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
︑
自
動
車
運
送
事
業
者
に
よ

る
取
り
組
み
を
促
す
た
め
︑
長
時
間
労
働
の
是
正
に
向
け

た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
抑
止
力
を
強
化
す
る
た
め
に
策
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑荷
主
や
元
請
事
業
者
等
の
協
力
の
確
保
や
︑

運
転
者
の
待
遇
の
改
善
の
原
資
と
な
る
運
賃
・
料
金
の
適

正
収
受
な
ど
︑
労
働
環
境
改
善
・
取
引
環
境
適
正
化
に
向

け
た
﹁
重
点
検
討
項
目
﹂
２
項
目
に
つ
い
て
︑
詳
し
く
紹

介
し
て
い
く
︒

　

荷
待
ち
時
間
が
特
に
長
い

輸
送
分
野
等
に
つ
い
て
︑
そ

れ
ぞ
れ
課
題
の
抽
出
を
図
る

と
と
も
に
︑
都
道
府
県
ご
と

に
発
着
荷
主
お
よ
び
運
送
事

業
者
が
参
画
し
て
実
施
し
た

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
展
開
等
を
実
施
︒
長
時
間

労
働
の
要
因
の
１
つ
と
な
っ
て

い
る
荷
待
ち
時
間
の
削
減
に

繋
げ
て
い
く
︒

① 「ホワイト物流」の実現① 「ホワイト物流」の実現

【課題】
・トラック運転者や物流施設
作業員の人手不足が深刻
化。現状のままでは、今後、
必要な物流機能が確保で
きなくなるおそれ。
・このため、物流の生産性
向上と人材確保のための
取組の強化が必要。

・しかしながら、荷待ち時間
の短縮や荷役の機械化な
ど、個々の物流事業者の
努力のみでは解決が困難
な課題が多く存在。

【施策】
①「ホワイト物流」実現国民運動（仮称）の展開
・我が国の産業活動や国民生活に必要な物流機能を持
続的・安定的に確保するため、有識者、物流事業者・
荷主の関係団体、労働組合、関係省庁等から構成さ
れる協議会において、労働生産性が高く、女性、若者、
高齢者等の多様な人材が活躍できる「ホワイト物流」
の実現に向けた国民運動を展開する。

・この国民運動を通じて、物流の生産性向上と、現場労
働者の労働環境・労働条件の改善を一体的に推進す
る。
②「ホワイト物流」評価の仕組み作り
・「ホワイト物流」に取り組む荷主・物流事業者等に対し
て評価する仕組みを設けることにより、優良事例や先進
事例の普及啓発を図る。

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2024
年度

2021～3
年度

①「ホワイト物流」実現
　国民運動（仮称）の展開

②「ホワイト物流」評価の
　仕組み作り

国民運動の具体的な
進め方の検討・調整、
国民運動の開始

上限規制の
適用開始

評価の仕組みの検討

国民運動の拡大・深化

優良事例・先進事例の普及啓発

② 荷待ち時間の削減に向けた荷主への働きかけ② 荷待ち時間の削減に向けた荷主への働きかけ

【課題】
・トラック事業にお
ける長時間労働
の要因の一つと
なっている荷待
ち時間の削減を
図る上で荷主の
協力が必要。

【施策】
①荷待ち時間の削減に向けた荷主への働きかけ
・荷待ち状況についての調査を実施するとともに、荷主団体等の関
係者に荷待ち時間の削減に向けた働きかけを実施する。
②荷主に対する労働時間や適正取引に関するルール等の周知・
啓発

・労働時間や適正取引に関するルール等について、荷主関係団体
の会議等の様々な場を活用して、荷主企業等に周知・啓発を図る。

2018
年度

［参考］30分以上の荷待ち時間が
　　　生じた件数（輸送品目別）

2019
年度

2020
年度

2024
年度

2021～3
年度

①荷待ち時間の削減に向けた
　荷主への働きかけ

②荷主に対する労働時間や
　適正取引に関するルール
　等の周知・啓発

荷待ち状況について
の調査

上限規制の
適用開始

荷待ち時間削減に向けた荷主への働きかけ

荷主に対する労働時間や適正取引に関するルール等の周知・啓発

N=3,892（件数）

（出典：平成29年7月実施「荷待ち
時間の実態調査」）

加工食品　398件

紙・パルプ　339件

飲料・酒　326件

生鮮食品　281件

鉄鋼厚板・金属薄板等金属　182件セメント・コンクリート　168件

プラスチック製部品・加工品等
94件

その他
1,515件

日用品　141件
米・麦・穀物　98件

建築・建設用金属製品　350件

労
働
環
境
改
善
・
取
引
環
境
適
正
化
に
向
け
た「
重
点
検
討
項
目
」に
お
け
る
行
動
計
画

「
運
び
方
改
革
」と
安
全
・
安
心
・
安
定（
３
Ａ
）の
職
業
運
転
者
の
実
現
に
向
け
て

政
府
「
自
動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
た
政
府
行
動
計
画
」
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.3％の燃費向上、車両故障件数18.5％減少。
交通事故発生件数24.8％減少など（グリーン経営認証取得による効果・平成28年版より）環境改善にとどまらない効果。

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076

http://www.ecomo.or.jp
☎03-3221-7636

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等
に当財団の担当者が出向き、グリーン経営について説明する取組です。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
https://www.green-m.jp/https://www.green-m.jp/グリーン経営専用ホームページグリーン経営専用ホームページ 「出前説明会」受付中！

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

応募受付期間は、 7月2日（月）まで。詳しくは、http://www.ecodrive-activity-concours.jp/

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

で 検 索グリーン経営

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

トラック
バス、タクシー

倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運

倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運

トラック
バス、タクシー

トラック 7月13日（金）

7月12日（木）

7月20日（金）

関東運輸局

中国運輸局

関東運輸局

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

中国運輸局
交通政策部
環境・物流課
☎082-228-3496

エコモ財団
グリーン経営講習会係

島根県立島根県民会館 309会議室
島根県松江市殿町158

山梨県トラック協会 自動車総合会館 4階研修室
山梨県笛吹市石和町唐柏1000-7

AP西新宿 ６階会議室N+O
東京都新宿区西新宿7-2-4 新宿喜楓ビル

TKP横浜ビジネスセンター カンファレンスルーム7B（7階）
神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8 SYビル

7月  2日（月） 13時30分～16時30分

7月11日（水） 13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

10時00分～11時00分

平成30年度エコドライブ活動コンクール応募受付中

2018・6・15

▼
墓
石
巡

り
が
静
か

な
ブ
ー
ム

に
な
っ
て

い
ま
す
︒
名
だ
た
る
墓
地
の
中
に
は
︑

著
名
人
の
お
墓
が
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で

い
ま
す
︒
著
名
な
作
家
と
戦
国
の
武
将

に
焦
点
を
絞
り
︑
お
墓
を
巡
る
﹁
墓
石

ツ
ア
ー
﹂︒私
は
ま
ず
上
野
に
程
近
い﹁
谷

中
墓
地
﹂（
現
・
谷
中
霊
園
）
へ
行
き
ま

し
た
︒
Ｊ
Ｒ
山
手
線
内
回
り
上
野
駅
の

一
つ
手
前
の
鶯
谷
駅
か
ら
日
暮
里
駅
に

か
け
て
︑
広
大
な
敷
地
に
約
７
千
基
の

墓
石
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
︒
そ
の
中

に
は
︑
徳
川
慶
喜
︑
横
山
大
観
や
渋
沢

栄
一
が
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
て
い
ま

す
︒
著
名
人
全
て
が
ず
ば
抜
け
て
勉
強

が
で
き
た
︑
仕
事
が
で
き
た
︑
か
と
い

う
と
そ
れ
は
各
人
差
違
が
あ
る
よ
う
で

す
が
︑
特
に
秀
で
た
部
分
は
︑
他
の
追

随
を
許
し
ま
せ
ん
︒
▼
暑
い
時
季
に
懸

命
に
働
く
象
徴
と
し
て
﹁
働
き
蟻
﹂
が

一
例
に
さ
れ
ま
す
︒
そ
の
実
態
は
︑
働

き
蟻
１
０
０
匹
の
内
︑
20
匹
は
﹁
良
く

働
く
蟻
﹂︑60
匹
は
﹁
普
通
に
働
く
蟻
﹂︑

残
り
20
匹
は
﹁
常
に
さ
ぼ
る
蟻
﹂︑
だ
そ

う
で
す
︒
更
に
︑
普
通
に
働
く
蟻
１
０

０
匹
だ
け
を
集
め
る
と
︑
何
と
そ
の
構

成
は
︑
前
者
の
20
・
60
・
20
％
に
自
然

分
類
さ
れ
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
︒

﹁
普
通
に
働
く
蟻
﹂
の
集
団
が
﹁
良
く

働
く
蟻
﹂︑﹁
常
に
さ
ぼ
る
蟻
﹂
へ
と
大

き
く
変
身
す
る
の
で
す
︒
▼
イ
ソ
ッ
プ

童
話
﹁
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
﹂
は
︑
暑

い
夏
に
せ
っ
せ
と
食
料
を
蓄
え
︑
厳
し

い
冬
に
備
え
る
た
め
夏
の
間
に
奔
走
す

る
ア
リ
︑
片
や
唄
い
笑
い
汗
も
か
か
ず

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
を
追
い
掛
け
︑
果

て
は
冬
場
に
食
料
の
恵
み
を
ア
リ
に
乞

う
キ
リ
ギ
リ
ス
︒
そ
の
結
末
は
︑
己
の

行
動
を
反
省
し
て
ア
リ
か
ら
食
料
を
貰

う
の
で
す
が
︑
一
方
の
悲
劇
の
結
末
は

ア
リ
に
叱
責
さ
れ
食
料
を
貰
え
ず
キ
リ

ギ
リ
ス
は
餓
死
し
て
し
ま
う
と
い
う
も

の
で
す
︒
両
極
端
の
描
写
で
す
が
人
間

の
世
界
に
置
き
換
え
る
と
身
に
つ
ま
さ

れ
ま
す
︒
▼
２
０
２
０
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
﹃
麒
麟
（
き
り
ん
）
が
来
る
﹄

の
主
人
公
は
︑
数
奇
な
運
命
に
翻
弄
さ

れ
る
戦
国
武
将
の
明
智
光
秀
で
す
︒
光

秀
の
墓
は
滋
賀
県
大
津
市
の
西
教
寺
に

あ
り
ま
す
︒
未
だ
に
多
く
の
謎
に
包
ま

れ
た
﹁
本
能
寺
の
変
﹂︒
諸
説
あ
り
ま
す

が
︑﹁
死
後
も
高
僧
に
な
り
徳
川
幕
府
を

支
え
た
﹂
な
ど
︑
逸
話
に
溢
れ
て
い
ま

す
が
︑
真
実
は
如
何
に
︒
▼
35
歳
と
い

う
若
さ
で
そ
の
生
涯
を
自
ら
閉
じ
た
︑

作
家
の
芥
川
龍
之
介
︒
そ
の
お
墓
は
東

京
・
Ｊ
Ｒ
巣
鴨
駅
か
ら
程
近
い
﹁
染
井

霊
園
﹂
の
外
環
に
あ
る
慈
眼
寺
に
あ
り

ま
す
︒
お
墓
の
台
座
は
龍
之
介
が
愛
用

し
た
座
布
団
の
大
き
さ
と
︑
文
豪
に
し

て
は
寂
し
い
限
り
の
佇
ま
い
で
す
︒
病

め
る
上
で
自
ら
の
命
を
絶
つ
所
業
は
︑

そ
の
才
能
を
以
て
し
て
も
変
え
ら
れ
な

い
の
で
し
ょ
う
︒
▼
新
緑
の
中
に
整
然

と
立
ち
並
ぶ
墓
石
を
見
る
と
︑
風
に
揺

れ
塔
婆
が
死
者
の
声
を
代
弁
す
る
か
の

よ
う
な
音
を
発
し
て
い
ま
す
︒
先
祖
の

墓
石
を
洗
い
︑
水
を
手
向
け
る
と
︑
掠

れ
声
で
﹁
あ
り
が
と
う
﹂
と
い
わ
れ
た

気
が
す
る
の
は
単
な
る
思
い
込
み
で
し

ょ
う
か
︒
▼
死
し
て
な
お﹁
魂
の
叫
び
﹂

が
聞
こ
え
る
墓
石
を
巡
る
﹁
墓
石
ツ
ア

ー
﹂
に
︑
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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京
都
府
の
地
域
や
経
済
の

特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
︒

　

京
都
府
は
日
本
列
島
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
︒

南
北
に
長
く
︑
中
央
の
丹
波

山
地
を
境
に
︑
内
陸
部
に
位

置
す
る
南
部
と
︑
日
本
海
に

面
す
る
北
部
と
に
分
か
れ
︑

そ
の
地
域
性
の
差
が
大
き
い

と
い
わ
れ
ま
す
︒

　

南
部
は
﹁
山
城
﹂
と
呼
ば

れ
近
畿
圏
に
あ
た
り
︑
滋
賀

県
︑
奈
良
県
北
部
や
阪
神
地

区
と
の
物
流
の
関
係
性
が
深

く
︑
ま
た
﹁
京
滋
地
区
﹂
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
︑
荷
主
も

物
流
拠
点
を
京
都
南
部
と
滋

賀
県
を
一
体
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
︒

　

一
方
で
︑
福
知
山
市
︑
舞

鶴
市
︑宮
津
市
な
ど
北
部
は
︑

﹁
北
近
畿
（
山
陰
道
）﹂
と

も
呼
ば
れ
︑
兵
庫
県
北
部
の

﹁
但
馬
﹂︑
福
井
県
嶺
南
の

﹁
若
狭
﹂
と
の
交
流
が
深
い

と
い
え
ま
す
︒
こ
の
た
め
北

部
と
南
部
で
輸
送
貨
物
の
種

類
な
ど
が
異
な
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
北
部
は
︑
府
内
で

も
京
都
南
部
と
の
結
び
つ
き

は
浅
く
︑
平
成
27
年
７
月
に

京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
開
通

す
る
な
ど
近
年
の
高
速
道
路

網
の
発
展
に
伴
い
︑
物
流
面

に
お
い
て
は
大
阪
府
北
部
を

商
圏
と
し
て
捉
え
て
い
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
︒

　

な
お
︑
27
年
の
数
字
で
す

が
︑
京
都
府
の
人
口
約
２
６

０
万
人
の
う
ち
︑
京
都
市
に

約
１
５
０
万
人
が
集
中
し
て

お
り
︑
東
京
23
区
を
一
つ
の

自
治
体
と
し
て
考
え
な
い
場

合
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
都
道

府
県
庁
所
在
地
で
︑
人
口
の

過
半
数
を
占
め
て
い
る
都
道

府
県
は
京
都
府
以
外
に
存
在

し
な
い
と
い
う
こ
と
も
特
徴

で
す
︒

京
都
府
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
め
ぐ
る
動
向
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

京
都
府
の
人
口
の
過
半
数

が
集
中
す
る
京
都
市
内
の
過

密
具
合
は
著
し
く
︑
ま
た
︑

国
内
外
を
問
わ
ず
多
数
の
観

光
客
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
観
光

都
市
と
し
て
発
展
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
︑
近
年
観
光
客

数
も
増
加
し
︑
か
ね
て
か
ら

京
都
市
中
心
部
に
お
け
る

﹁
駐
車
規
制
の
見
直
し
﹂
は

懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
︒

　

特
に
四
条
通
り
な
ど
京
都

市
繁
華
街
の
駐
車
規
制
は
厳

し
く
︑
ま
た
︑
歩
行
者
を
優

先
す
る
︑﹁
歩
く
ま
ち
・
京

都
﹂
憲
章
に
基
づ
き
︑
四
条

通
り
は
片
側
２
車
線
を
１
車

線
に
減
ら
し
︑
歩
道
を
拡
幅

し
た
こ
と
か
ら
︑
一
層
集
配

貨
物
車
に
と
っ
て
は
厳
し
い

条
件
と
な
っ
て
い
ま
し
た
︒

こ
の
た
め
︑
会
員
事
業
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
要
望
は
駐
車

規
制
見
直
し
に
関
し
て
が
ほ

と
ん
ど
で
す
︒﹁
厳
し
す
ぎ
る
﹂

と
い
う
声
に
応
え
て
毎
年
︑

京
都
府
警
察
本
部
へ
要
望
し

て
き
ま
し
た
が
︑
な
か
な
か

見
直
し
は
進
展
し
ま
せ
ん
で

し
た
︒
一
転
︑
今
年
２
月
の

警
察
庁
通
達
﹁
貨
物
集
配
中

の
車
両
に
係
る
駐
車
規
制
の

見
直
し
の
推
進
に
つ
い
て
﹂

に
よ
り
︑
京
都
府
警
で
見
直

し
箇
所
の
選
定
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
︒
京
都
府
ト

ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
こ
の
動

き
に
連
携
し
て
︑
会
員
事
業

者
へ
駐
車
規
制
の
実
態
や
規

制
見
直
し
へ
の
要
望
・
意
見

な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も

に
︑
事
務
局
を
挙
げ
て
市
内

中
心
部
で
の
駐
車
規
制
の
見

直
し
・
緩
和
が
必
要
な
場
所

を
洗
い
出
し
て
い
ま
す
︒
併

せ
て
︑
短
す
ぎ
る
駐
車
時
間

に
つ
い
て
も
要
望
を
し
て
い

く
予
定
で
す
︒

　

現
在
︑
厳
し
い
駐
車
規
制

の
な
か
︑
市
内
中
心
部
で
は

貨
物
集
配
に
携
わ
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
大
変
苦
労

を
し
て
業
務
を
遂
行
し
て
い

ま
す
が
︑
短
時
間
で
駐
車
違

反
と
な
る
不
安
や
︑
他
車
両

や
歩
行
者
へ
の
配
慮
な
ど
︑

様
々
な
面
で
精
神
的
に
も
追

い
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
適

宜
・
適
切
に
集
配
車
両
の
駐

車
規
制
が
見
直
さ
れ
る
こ
と

で
︑
一
日
も
早
く
政
府
が
提

唱
す
る
﹁
働
き
方
改
革
﹂
が

実
現
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
安

心
し
て
仕
事
が
で
き
る
よ

う
︑
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
く
所
存
で
す
︒

京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
環
境
・
安
全
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
︒

　

京
都
府
ト
協
独
自
の
環
境

活
動
と
し
て
は
︑﹁
育
て
よ

う
！　

き
ょ
う
と
ト
ラ
ッ
ク

の
森
﹃
チ
ャ
レ
ン
ジ
里
山
体

験
﹄﹂
を
開
催
し
て
お
り
︑

昨
年
度
で
６
回
を
数
え
ま
し

た
︒
京
都
の
夏
の
風
物
詩﹁
五

山
の
送
り
火
﹂
で
焚
き
上
げ

る
赤
松
が
︑
害
虫
な
ど
に
よ

り
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と

も
あ
り
︑
銀
閣
寺
裏
山
の
国

有
林
一
帯
で
︑
地
元
の
小
学

生
た
ち
約
１
０
０
人
と
植
樹

や
下
草
刈
り
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
︒こ
の
事
業
を
通
じ
︑

子
ど
も
た
ち
に
森
の
働
き
や

自
然
環
境
の
大
切
さ
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
も

あ
り
ま
す
︒
林
野
庁
の
協
力

も
得
な
が
ら
︑
今
後
も
こ
の

事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
︒

　

安
全
面
で
は
︑
京
都
府
ト

協
独
自
で
﹁
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２

０
﹂
を
策
定
し
て
︑
数
値
目

標
達
成
に
向
か
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
︒
プ
ラ
ン
で
は
︑

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
車
両

数
１
万
台
当
た
り
﹁
死
者
数

３
人
以
下
︑
人
身
事
故
件
数

２
０
０
件
以
下
︑
飲
酒
運
転

ゼ
ロ
﹂を
設
定
し
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
28
年
度
か
ら
は
国

の
認
定
を
受
け
て
﹁
運
行
管

理
者
等
指
導
講
習
業
務
﹂
を

行
っ
て
い
ま
す
︒
運
送
事
業

者
で
選
任
さ
れ
て
い
る
運
行

管
理
者
は
︑
定
期
的
に
一
般

講
習
ま
た
は
基
礎
講
習
を
受

講
す
る
こ
と
が
法
令
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

こ
の
講
習
は
主
に
（独）
自
動
車

事
故
対
策
機
構
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
︑
京
都
府
ト
協

が
こ
の
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
︑
会
員
事
業
者
の
費
用
負

担
を
な
く
し
︑
時
間
負
担
も

軽
減
で
き
て
い
ま
す
︒
今
後
︑

開
催
回
数
を
倍
程
度
に
増
や

し
︑
さ
ら
に
利
便
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
︒

こ
の
ほ
か
︑
京
都
府
ト
協

独
自
の
取
り
組
み
な
ど
は

ご
ざ
い
ま
す
か
︒

　

全
国
共
通
の
悩
み
で
あ
る

人
材
不
足
︑
特
に
若
年
労
働

力
の
確
保
に
向
け
て
︑﹃
想
い

を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
～
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
ろ
う　

届
け
よ
う
想

い
を
～
﹄
と
題
し
た
シ
ョ
ー

ト
ド
ラ
マ
映
像
を
制
作
し
Ｈ

Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
︒
就
職
活
動

中
の
大
学
生
が
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
先
輩
と
出
会

っ
た
こ
と
を
契
機
に
︑
自
分

の
や
り
た
い
仕
事
探
し
と
本

気
で
向
き
合
い
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
の
魅
力

に
気
付
い
て
い
く
と
い
う
内

容
で
す
︒﹁
ト
ラ
ッ
ク
が
運
ぶ

も
の
は
︑
荷
物
だ
け
で
は
な

く
︑﹃
届
け
た
い
人
の
想
い
も

届
け
て
い
る
﹄﹂
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
の
重

要
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
他
に
も
︑
メ
デ
ィ
ア

関
係
で
い
え
ば
︑﹁
自
転
車

交
通
安
全
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス

ト
﹂
に
協
賛
し
て
︑
自
転
車

の
事
故
防
止
や
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
に
つ
い
て
の
重
要
性

を
広
く
啓
発
し
て
い
ま
す
︒

京
都
府
内
の
中
学
校
︑
高
等

学
校
︑専
門
学
校
︑大
学
が
︑

部
門
ご
と
に
ラ
ジ
オ
︑
テ
レ

ビ
の
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
て
そ
の

優
秀
さ
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト

で
す
︒
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

学
生
・
生
徒
が
競
う
こ
と

で
︑
交
通
安
全
・
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
深
く
考
え
て
い
た
だ

き
︑
よ
り
良
い
交
通
安
全
マ

ナ
ー
が
京
都
府
民
に
広
が
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
京
都
府
の
総
合
就

業
支
援
拠
点
﹁
ジ
ョ
ブ
パ
ー

ク
﹂
の
担
当
者
等
へ
の
働
き

か
け
も
行
っ
て
い
ま
す
︒
ジ
ョ

ブ
パ
ー
ク
は
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
緊
密
に
連
携
し
︑
求
職

者
の
就
業
相
談
か
ら
就
職
︑

職
場
へ
の
定
着
ま
で
︑
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
も
の

で
す
︒
こ
の
求
職
者
の
相
談

に
応
じ
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
対
し
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
い
う

取
り
組
み
で
す
︒
１
人
で
も

多
く
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
マ
ッ
チ
し
た
人
材
が
就
業

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

狙
い
で
す
︒
昨
年
度
か
ら
セ

ミ
ナ
ー
や
物
流
施
設
見
学
会

な
ど
を
実
施
し
︑
わ
が
業
界

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
京
都
府
ト
協
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
創
作
を
︑
京
都

市
内
の
美
術
系
の
デ
ザ
イ
ン

学
科
の
あ
る
大
学
３
校
の
学

生
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
︒
３
校
の
中
で
の
コ
ン
ペ
方

式
で
︑
今
年
７
月
ま
で
に
考

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒

ど
の
よ
う
な
京
都
府
ら
し
い

ト
ラ
ッ
ク
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
生
ま
れ
る
の
か
︑
非
常
に

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
︒

京
都
府
ト
協
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
︑
日
頃
か
ら
お
考

え
に
な
っ
て
い
る
ポ
リ
シ

ー
ま
た
は
今
後
の
抱
負
な 

ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

最
低
賃
金
や
社
会
保
険
費

用
な
ど
必
要
最
低
限
の
コ
ス

ト
が
目
に
見
え
て
分
か
る
現

状
に
お
い
て
︑
残
念
な
が
ら

こ
の
コ
ス
ト
を
下
回
る
よ
う

な
運
賃
で
仕
事
を
し
て
い
る

事
業
者
が
散
見
さ
れ
ま
す
︒

行
政
等
が
参
考
と
な
る
指
標

的
な
も
の
を
示
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
︑
そ
の
よ
う
な
事
業

者
も
な
く
な
る
か
と
思
っ
て

い
ま
す
︒
荷
主
・
消
費
者
に

対
し
て
︑
最
低
運
賃
指
標
を

公
表
し
て
い
く
必
要
性
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
昨
年
11
月
に
標
準

貨
物
自
動
車
運
送
約
款
が
改

正
さ
れ
︑
運
賃
・
料
金
が
明

確
に
区
分
さ
れ
ま
し
た
︒
ま

た
︑
荷
待
ち
時
間
︑
積
卸
し

作
業
︑
附
帯
業
務
の
料
金
が

収
受
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
︑
全
て
の
会
員
事

業
者
の
皆
様
に
新
約
款
に
よ

る
届
出
を
い
た
だ
く
よ
う
︑

ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
し
て
最
大

限
努
力
し
︑
届
出
率
１
０
０

％
を
目
指
し
ま
す
︒

最
後
に
︑
行
政
機
関
や
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど

へ
の
要
望
︑
ま
た
は
会
員

事
業
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
ご
ざ
い
ま
す
か
︒

　

安
全
性
優
良
事
業
所
﹁
Ｇ

マ
ー
ク
﹂
の
取
得
な
ど
︑
安

心
・
安
全
の
向
上
に
対
す
る

事
業
に
対
し
て
︑
さ
ら
に
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

今
後
の
取
得
率
を
上
げ
る
た

め
に
︑
経
済
的
な
面
か
ら
の

メ
リ
ッ
ト
も
検
討
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　

さ
ら
に
︑
広
報
活
動
の
強

化
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
︒

現
在
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

は
︑
少
子
高
齢
化
の
進
行
や

他
産
業
へ
の
人
材
流
出
な
ど
︑

深
刻
な
人
材
不
足
に
陥
っ
て

い
ま
す
︒
こ
の
背
景
に
は
︑

長
時
間
労
働
・
低
賃
金
で
あ

る
こ
と
な
ど
︑
労
働
条
件
が

他
産
業
と
比
較
し
て
劣
る
と

い
わ
れ
て
い
る
面
が
あ
り
ま

す
︒
ま
た
︑
交
通
事
故
が
起

き
る
と
社
会
的
に
影
響
が
大

き
く
︑
す
ぐ
に
マ
イ
ナ
ス
な

報
道
を
さ
れ
が
ち
で
す
︒

　

一
方
で
︑
自
然
災
害
等
が

発
生
す
れ
ば
︑
業
界
挙
げ
て

い
ち
早
く
ト
ラ
ッ
ク
が
被
災

地
に
駆
け
つ
け
︑
緊
急
支
援

物
資
を
運
ぶ
の
も
事
実
で

す
︒
ま
た
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
が
止

ま
れ
ば
︑
国
民
生
活
︑
経
済

活
動
が
止
ま
る
﹂
の
も
ま
ぎ

れ
も
な
い
事
実
で
す
︒
今
後

の
広
報
と
し
て
︑
マ
ス
コ
ミ

に
対
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
︑

﹁
魅
力
あ
る
業
界
﹂
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
︒

荒木  律也 会長の横顔
あらき りつや

荒木運送株式会社　代表取締役社長
ご趣 味は？　バンド活動でギ
ターを担当しています。トラック運
送業界にもバンド仲間がおりまし
て、バンドでのライブ活動が一番
の趣味です。ジャズ、ブルース、カ
ントリーと、音楽を聴くのもライブ
を見に行くのも大好きです。

59歳
（昭和34年2月17日生まれ）

京都府トラック協会一般社団法人

若い世代に
トラック運送業界の魅力伝えたい

荒木 律也 会長

聞
く
聞
く

会
長
に

会
長
に

シ
リ
ー
ズ

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、 

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、一
般
社
団
法
人
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
荒
木
律
也
会
長
で
す
。

「
お
試
し
」ド
ラ
コ
ン
を
開
催

１
人
で
も
多
い
出
場
者
を
掘
り
起
こ
し

ライブに出演する荒木会長（右）

　

京
都
府
ト
協
で
は
今
年
︑﹁
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス

ト
﹂
の
出
場
権
を
か
け
た
本
大
会
と

は
別
に
︑
そ
の
１
か
月
前
に
︑
い
わ

ゆ
る
ト
ラ
イ
ア
ル
ド
ラ
コ
ン
を
実
施

し
ま
し
た
︒
各
都
道
府
県
の
地
区
大

会
は
他
協
会
で
も
実
施
す
る
と
思
い

ま
す
が
︑
京
都
府
ト
協
の
ト
ラ
イ
ア

ル
ド
ラ
コ
ン
は
珍
し
い
取
り
組
み
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　

中
小
企
業
か
ら
の
出
場
者
を
増
や

そ
う
と
い
う
目
的
で
発
案
し
た
も
の

で
︑﹁
本
選
へ
の
出
場
は
ち
ょ
っ
と
荷

が
重
い
﹂
と
考
え
る
会
員
企
業
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
に
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
と
同
じ
会
場
・
コ
ー
ス
で
腕
試

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
﹂
と
い
う
意
味

合
い
で
開
催
し
て
い
ま
す
︒
一
度
︑

大
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
︑

次
回
以
降
の
出
場
を
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
昨
年
度
ま
で
小
さ
い
会
場

で
実
施
し
て
い
ま
し
た
の
で
︑
４
㌧

車
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑

今
年
か
ら
会
場
を
変
更
し
︑
大
型
ト

ラ
ッ
ク
︑
ト
レ
ー
ラ
も
使
用
し
て
開

催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
︑
よ

り
本
番
に
近
い
雰
囲
気
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
︒

　

今
後
︑
１
人
で
も
多
く
の
挑
戦
者

に
︑
本
大
会
に
出
場
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
︒

本番と同じコース、試験内容を試すことができる「トライ
アルドラコン」を開催した（平成30年5月27日）

育てよう！ きょうとトラックの森「チャレンジ里山体験」


